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はじめに 

 

この報告書は、株式会社工業市場研究所に委託して実施した平成25年度大規模肉用牛経営動向に関

する調査の成果を取りまとめたものである。 

肉用牛経営をめぐる環境は、近年の飼料価格やもと畜費の高騰による生産費の上昇などにより厳し

い状況が続いており、「生産費の低減」や「肉質の向上」、「重量の増加」などの経営改善の推進が大き

な課題となっている。そのため、増頭による規模拡大や繁殖部門までを取り入れた一貫経営の推進、

食品残さなどの資源を活用した国産飼料の生産・利用拡大などの取り組みによって、生産性・収益性

の向上を図ることが重要である。 

このような状況下において、大規模肉用牛肥育経営の生産実態に関するデータが少ないことから、

アンケート調査により大規模肉用牛経営の現状を把握するとともに、先進的な経営の取り組みを行っ

ている事例について現地調査を実施し、安定的、効率的な肉用牛経営の推進に資することを目的とし

て調査結果を取りまとめた。 

本報告書が肉用牛生産農家および関係者に広くご活用いただき、今後における何らかの参考になれ

ば幸いである。 

最後に、本調査の実施にあたって、ご協力いただいた調査対象農家、関係者各位に深甚の謝意を表

する次第である。 

 
                              平成26年２月 

                              独立行政法人 農畜産業振興機構 
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【調査概要】 

 

１ 調査目的 

■農林水産省が実施している統計調査（以下、「農林水産統計」という。）においては、200頭規模

以上の階層の肉用牛経営は一括して集計され、大規模経営の生産実態が十分把握されていない。

そのため、大規模肉用牛経営の動向を調査し、肉用牛肥育経営の改善を図るための基礎資料の整

備を図るものとする。 

 

２ 調査対象 

■全国の肉用牛経営者1,255戸を対象に、277戸から回収（回収率22.1％）。うち有効回答数は257

戸（回収率20.5％）。 

■標準誤差率は、黒毛和種2.7％、交雑種3.3％、乳用種4.8％である。 

 

３ 調査方法 

■アンケート調査（郵送による自記入式） 

■現地調査は、アンケート調査の回答者の中から４件の牧場を対象に実施。 

 

４ 調査実施期間 

■アンケート調査は平成25年7月～10月、現地調査は平成25年11月である。 

 

５ 留意事項 

■アンケート調査結果は、平成25年３月末時点の飼養頭数規模別にクロス集計を行った。 

No. 都道府県
戸数

（ｎ）
割合

（％）
No. 都道府県

戸数
（ｎ）

割合
（％）

1 北海道 48 18.7 25 滋賀県 2 0.8
2 青森県 9 3.5 26 京都府 1 0.4
3 岩手県 4 1.6 27 大阪府 0 0.0
4 宮城県 9 3.5 28 兵庫県 6 2.3
5 秋田県 1 0.4 29 奈良県 0 0.0
6 山形県 4 1.6 30 和歌山県 0 0.0
7 福島県 5 1.9 31 鳥取県 2 0.8
8 茨城県 12 4.7 32 島根県 4 1.6
9 栃木県 11 4.3 33 岡山県 4 1.6
10 群馬県 10 3.9 34 広島県 7 2.7
11 埼玉県 11 4.3 35 山口県 3 1.2
12 千葉県 5 1.9 36 徳島県 6 2.3
13 東京都 0 0.0 37 香川県 1 0.4
14 神奈川県 1 0.4 38 愛媛県 0 0.0
15 新潟県 4 1.6 39 高知県 0 0.0
16 富山県 2 0.8 40 福岡県 4 1.6
17 石川県 0 0.0 41 佐賀県 3 1.2
18 福井県 1 0.4 42 長崎県 5 1.9
19 山梨県 3 1.2 43 熊本県 7 2.7
20 長野県 8 3.1 44 大分県 5 1.9
21 岐阜県 3 1.2 45 宮崎県 21 8.2
22 静岡県 1 0.4 46 鹿児島県 8 3.1
23 愛知県 5 1.9 47 沖縄県 3 1.2
24 三重県 8 3.1 全体 257 100.0
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■報告書中の図表の「全体」は、不明を含む回答者全体を示す。 

■報告書中の「ｎ」は、標本数（回答数）を示す（「number」の略） 

■小数点以下を四捨五入して算出した場合、合計と合わないことがある。 

■１つの経営体が、黒毛和種・交雑種・乳用種の複数の品種を飼養している場合があることから、「ｎ」

の合計値は必ずしも有効回答数（257戸）とは一致しない。 

 

６ 調査実施者 

■株式会社 工業市場研究所 

 

７ 調査項目 

 

1.経営概況 1.飼養頭数（うち黒毛和種、交雑種、乳用種、その他）
2.経営耕地面積、うち耕地計（田、畑、牧草地）・うち畜産用地計（畜舎等、放牧地、採草地）
3.農業従事者数（うち家族、雇用）
4.家族労働時間
5.肉牛関連の常時雇用人数・年間臨時雇用人数
6.経営形態（畜産専業・兼業の区分、肥育専業経営/繁殖・肥育一貫経営/乳肉複合経営の区分）
7.農業収入（うち肉用牛経営）
8.農外収入

2.生産原価 1.もと畜費
2.飼料費（うち流通飼料費、牧草・放牧・採草費）
3.敷料費
4.光熱水料及び動力費
5.その他諸材料費
6.獣医師量料及び医薬品費
7.賃借料及び料金
8.物件税及び公課諸負担
9.建物費（減価償却費、修繕費）
10.自動車費・農機具費（減価償却費、修繕費）
11.生産管理費
12.労働費（うち家族労働費、雇用労働費）
13.支払利子
14.支払地代
15.生産費（自己資本利子・自作地地代は含まない）

3.その他経営実績 1.肥育牛１頭あたり平均粗収益（(1)主産物価額＋(2)副産物価額）
　(1)主産物（ｱ.市場出荷・相対取引等の販売手法別販売価格・年間販売頭数・平均枝肉単価、ｲ.
販売時月齢、ｳ.販売時生体重、ｴ.増体重、ｵ.肥育期間
　(2)副産物（ｱ.数量、ｲ.価額）
2.肥育牛１頭当たり所得（＝平均粗収益（生産費-家族労働費））
3.主産物販売先
　(1)市場取引と相対取引の比率
　(2)相対取引先の比率（ｱ.個人、法人、家畜商、固定客、ｲ.県内・県外）
4.もと畜の概要（もと畜１頭あたり）
　(1)取得頭数・価格
　(2)肥育開始時平均月齢・生体重
　(3)もと畜導入価格を決定する要因
5.種付けの状況
6.飼料の給与状況
7.敷料の使用状況
1.取り組んでいる経営努力
2.生産コストの低減
　(1)生産コスト低減の可能性
　(2)生産コスト低減の可能性が高い費目
3.今後３年間の経営転換の方向性

5.その他 1.出荷に要した費用
2.肥育牛の体重の増減
3.肥育牛の肥育日数の増減

調査項目

4.今後の経営意向と
生産コストの低減
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【要約版】 

 

Ⅰ アンケート調査 

１ 経営概況 

（１）飼養頭数 

 ■平成25年３月末時点での肥育牛飼養頭数規模別の経営体数の分布は、「200～300頭未満」13％、「300

～500頭未満」16％、「500～1,000頭未満」15％、「1,000～1,500頭未満」７％、「1,500～2,000頭

未満」３％、「2,000～3,000頭未満」６％、「3,000頭以上」７％であり、７割近くが200頭以上の

経営体であった。 

■１経営体当たりの肥育牛平均飼養頭数は、黒毛和種および交雑種は増加傾向、乳用種は減少傾向で

推移している。 

 

（２）経営耕地面積、畜産用地 

 ■肥育牛飼養頭数規模別の１経営体当たりの経営耕地面積は全体では27.6ha、200頭以上の経営体で

は27.5ha、畜産用地は全体では5.7ha、200頭以上の経営体では7.2haであった。 

 

（３）経営形態 

■畜産専業・兼業の状況は、全体では「畜産専業」74％、「兼業経営」26％、200頭以上の経営体では 

「畜産専業」83％、「兼業経営」17％であった。 

■経営形態は、全体では「肥育専業経営」53％、「繁殖・肥育一貫経営」24％、「乳肉複合経営」９％

であった。200 頭以上の経営体では「肥育専業経営」63％、「繁殖・肥育一貫経営」22％、「乳肉複

合経営」7％と、飼養規模の大きい経営体の方が肥育専業経営の割合が高くなっている。 

 

（４）売上高 

■農業経営体全体の売上高は、「１～２億円未満」（23％）が最も多く、全体では平均３億7,980万円、

200頭以上の経営体では平均５億6,120万円となっている。 

■肉用牛関連の売上高は、全体では「～5,000万円未満」（28％）が最も多く、平均３億2,490万円と

なっている。200頭以上の経営体では「１～２億円未満」（31％）が最も多く、平均４億8,230万円

となっている。 
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（５）労働力 

 ■肉用牛関連に従事する家族労働力は、全体では2.6人、200頭以上の経営体では2.9人であった。 

 ■肉用牛関連の正社員は、全体では4.9人、200頭以上の経営体では5.8人であった。 

 ■肉用牛関連の非正社員は、全体では2.7人、200頭以上の経営体では3.1人であった。 

 ■肉用牛関連の年間臨時雇用者は、全体では 111.3人日、200頭以上の経営体では 123.0人日であっ

た。 

 ■肉用牛関連作業における 1日当たりの平均労働時間は、全体では 7.1時間、200頭以上の経営体で

は7.8時間であった。飼養管理労働時間（飼料給与、敷料搬出入、牛体手入れ等の飼育の直接労働）

が全体の８割を占めている。 

 

２ 生産費（肥育牛１頭あたり） 

■品種別に見ると、全体では黒毛和種 913,369円、交雑種 681,082円、乳用種 454,187円、肥育 200

頭以上の経営体では、黒毛和種847,909円、交雑種645,650円、乳用種421,888円となっている。 

■サンプル調査ということから、必ずしも生産費構造のモデルを示しているものではないものの、品

種別飼養頭数規模別の肥育牛１頭当たりの生産費は、飼養規模の大きい経営体の方がおおむね低く

なる傾向がみられる。 

■１年前と比べた生産費の増減では、半数以上の回答者が「購入飼料費（59％）」「もと畜費・購入（56％）」

が「増加した」と回答している。昨今の飼料費やもと畜費の高騰の影響が、本調査結果でも表れた

形となった。 

 

もと
畜費

（円）

購入
飼料費
（円）

自給
飼料費
（円）

敷料費
（円）

光熱
動力費
（円）

消耗
諸材
料費

（円）

獣医師
料及び
医薬品

費
（円）

賃借料
及び
料金

（円）

物件税
及び

公課諸
負担

（円）

減価償
却・

建物・
構造物
（円）

減価償
却・
農機

具・車
両

（円）

小農機
具費

（円）

修繕
費・

建物・
構造物
（円）

修繕
費・
農機

具・車
両

（円）

生産
管理費
（円）

雇用
労働費
（円）

支払
利子

（円）

支払
地代

（円）

副産物
価額

（円）

生産費
（円）
副産物価

額を差し

引く

平均販
売価格
（円）

全体 415,017 268,510 23,878 14,279 14,397 8,699 12,990 10,772 8,313 23,919 18,133 6,674 9,112 11,743 9,686 39,108 12,400 5,738 16,408 913,369 793,869

　200頭未満・計 450,385 275,855 33,661 14,721 20,438 13,374 18,416 18,844 12,912 45,683 41,196 3,100 19,810 28,026 11,904 38,222 16,833 6,619 55,882 1,070,001 816,455

　200頭以上・計 399,859 265,991 18,364 14,108 11,793 6,747 10,658 7,029 6,232 16,414 8,348 7,758 4,919 5,659 8,696 39,321 10,738 5,275 6,956 847,909 778,267

全体 209,241 256,986 21,842 13,615 13,542 8,024 12,079 10,310 7,729 22,309 16,520 6,376 8,354 10,696 8,890 37,114 11,864 5,590 15,269 681,082 510,847

　200頭未満・計 152,000 252,777 30,110 14,212 18,530 12,318 17,304 17,406 12,186 41,463 36,354 3,089 18,214 25,138 11,048 36,926 15,633 6,429 50,388 721,136 478,509

　200頭以上・計 214,852 258,431 17,182 13,382 11,410 6,211 9,833 6,971 5,753 15,628 8,106 7,273 4,592 5,359 7,909 37,159 10,450 5,150 6,861 645,650 520,156

全体 91,683 194,535 17,013 10,305 10,316 6,543 9,352 8,394 6,098 17,535 12,568 5,146 6,580 8,334 7,516 28,768 9,241 4,262 11,776 454,187 270,809

　200頭未満・計 70,000 194,500 23,487 10,874 14,254 9,830 13,638 13,968 9,353 32,347 27,586 2,750 14,162 19,541 8,925 29,654 12,100 4,905 39,135 511,873 219,750

　200頭以上・計 93,128 194,547 13,364 10,082 8,632 5,095 7,531 5,651 4,576 12,181 6,197 5,727 3,608 4,100 6,840 28,563 8,141 3,925 5,225 421,888 302,231

乳
用
種

黒
毛
和
種

交
雑
種

 

＜生産費（肥育牛１頭あたり＞ 
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３ もと畜の導入状況 

■もと畜の導入先は、品種に関わらず「家畜市場」が最も多くなっている。 

■もと畜の年間外部導入頭数は、全体では「黒毛和種」204頭、「交雑種」332頭、「乳用種」758頭と

なっている。肥育牛200頭以上の経営体では「黒毛和種」271頭、「交雑種」381頭、「乳用種」824

頭である。 

■１頭当たりの導入価格は、全体では「黒毛和種（去勢・雄）」41.5万円、「黒毛和種（雌）」34.9万

円、「交雑種（去勢・雄）」20.9万円、「交雑種（雌）」17.0万円、「乳用種」9.2万円である。肥育

牛 200 頭以上の経営体では「黒毛和種（去勢・雄）」40.0 万円、「黒毛和種（雌）」34.6 万円、「交

雑種（去勢・雄）」21.5万円、「交雑種（雌）」17.8万円、「乳用種」9.3万円である。 

■もと畜（黒毛和種）を外部から導入する際に重視する点は、「価格」（76％）、「体型の良し悪し」（72％）、

「健康状態」（70％）、「血統」（67％）、「発育状態」（59％）が上位となっている。「血統」よりも、

実際のもと畜の状態を重視する肥育業者が多いことがうかがえる。一方、交雑種や乳用種は、黒毛

和種と比較すると、導入時のこだわりは強くないことがうかがえる。 

 

４ 肥育牛の出荷状況 

■黒毛和種の年間出荷頭数は、全体では「去勢・雄」195頭、「雌」181頭、「平均」188頭となってい

る。200頭以上の経営体では「去勢・雄」が 264頭、「雌」が 249頭、「平均」が 257頭である。平

均販売価格は、全体では市場出荷１頭当たり 75.4 万円（枝肉単価 1,644 円/kg）、相対取引１頭当

たり75.1万円（枝肉単価1,641円/kg）となっており、市場出荷と相対取引の価格差はほとんど見

られなかった。200頭以上の経営体では、市場出荷１頭当たり 74.8万円（枝肉単価 1,605円/kg）、

相対取引１頭当たり74.6万円（枝肉単価1,624円/kg）となった。 

■交雑種の年間出荷頭数は、全体では「去勢・雄」410頭、「雌」295頭、「平均」353頭となっている。

200頭以上の経営体では、「去勢・雄」は486頭、「雌」が363頭、「平均」が424頭である。平均販

売価格は、市場出荷１頭当たり48.4万円（枝肉単価1,001円/kg）、相対取引１頭当たり51.4万円

（枝肉単価 1,060円/kg）となっている。200頭以上の経営体では、市場出荷１頭当たり 49.7万円

（枝肉単価1,005円/kg）、相対取引１頭当たり52.0万円（枝肉単価1,068円/kg）となった。 

■乳用種の年間出荷頭数は、全体では 669頭、200頭以上の経営体では 775頭であった。平均販売価

格は、市場出荷１頭当たり27.1万円（枝肉単価624円/kg）、相対取引１頭当たり29.9万円（枝肉

単価657円/kg）となっている。 
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５ 繁殖雌牛の種付状況 

 ■黒毛和種の受胎率は、全体では「人工授精」76％、「受精卵移植」66％、「自然交配」75％となって

いる。交雑種は「人工授精」70％、「受精卵移植」80％、乳用種は「人工授精」48％、「受精卵移植」

54％となっている。 

 

６ 飼料の給与状況 

 ■飼料給与状況について見ると、全体では、「稲わら」、「成畜用配合飼料」、「ふすま」、「とうもろこし」、

「大麦」、「イタリアンライグラス」、「ビールかす」、「大豆油かす」が上位となっている。 

 

７ 敷料の使用状況 

■敷料については、「おが粉」が圧倒的に多く、使用率は９割前後となっている。 

 

８ 取り組んでいる経営努力 

■現在抱えている経営上の課題としては、「生産コストの低減」「資金繰り」との回答が特に多い。 

 ■取り組んでいる経営努力としては、全体では「低コストでの飼料調達に努めている」（59％）、「もと

畜を低コストで導入する」（40％）、「低コストでの敷料調達に努めている」（40％）、「自給飼料生産

に取り組む」（31％）となっている。200頭以上の経営体では、特に「低コストでの飼料調達」に対

する取り組みに積極的である（66％）。 

 ■肉牛生産に対する情報化への関心度は、全体では「関心がある」が49％となっている。具体的には、

「飼料給与管理」、「成績評価の管理」、「生産原価管理、損益管理」、「疾病管理、治療情報」、「繁殖

情報の管理」などの業務で推進したいとの回答が多く得られた。 

 ■今後３年間の経営展開については、「現状維持」が最も多く、全体では38％、200頭以上の経営体で

は46％を占める。一方で、「肉用牛（肥育）の規模拡大」が全体および200頭以上の経営体でも21％

を占めている。 

 

 

 

 

 

 



 7 

 

Ⅱ 現地調査 

１ ６次産業化で収益安定を目指す黒毛和種肥育経営（山形県・Ａ牧場） 

■山形県・Ａ牧場は、黒毛和種（雌）260 頭を飼養し、なおかつ、レストランや牛肉の小売り（直接

販売）などの６次産業化を展開している。 

■経営内に焼肉店部門を有するとともに、グループ

会社である温泉ホテルにおいて牛肉を販売するな

ど、加工と直接販売による６次産業化に先進的に

取り組んでいる。Ａ牧場では、肉用牛部門と６次

産業化部門が相互にメリットを享受できる仕組み

を構築している。その特徴として、①焼肉店や温

泉ホテルへ牛肉を供給するために肉用牛牧場が設

立した、②「山形牛」のブランド肉生産を基本に

している、③出荷牛の半数程度を焼肉店などで直

接利用している、④食肉市場で安値取引される肥育牛を自家取りしている、⑤その結果、実質的に

安値取引は解消し、大きな経済的メリットを実現している、⑥焼肉店や温泉ホテルでは自家産牛肉

をセールスポイントにして営業していることが挙げられる。 

 

２ 発酵飼料による高品質牛肉で販路多角化を進める大規模肉用牛経営（沖縄県・Ｂ牧場） 

■沖縄県・Ｂ牧場は、黒毛和種肥育牛（2,143頭）を主体に、繁殖雌牛（40頭）の導入も始めた大規

模肉用牛経営を展開している。 

■Ｂ牧場で使用される粗飼料は稲わら・麦わらと生ビール粕である。稲わらは中国産、麦わらも業者

を通じて輸入している。生ビール粕は地元のビール工場からほぼ無償で入手している。配合飼料は

飼料会社から購入している。この配合飼料と生ビール粕を原物で６：４の割合で混合し、アルミタ

ンクに貯蔵、発酵させて飼料を調製している。この発酵飼料には、血中コレステロールを抑制する

働きをする不溶性食物繊維であるリグニンを溶かすなどの作用があり、この飼料で生産された牛肉

は不飽和脂肪酸が高いことが証明されている。そのため、肉の品質が高く、その枝肉は数々のコン

クールで受賞し、平成 25 年には全畜連肉用牛枝肉共進会・黒毛和種去勢牛の部で最優秀賞である

「農林水産大臣賞」を受賞している。 

■Ｂ牧場で生産された肥育牛は、地元の港から鹿児島県にある食肉加工会社に生体で運搬され、と畜・

処理される。業務提携している大手食肉会社が卸販売するときには「沖縄県産牛」や地名を冠した

 マス（牛房）飼いされる肥育牛 
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ブランド名で取引されている。一方、Ｂ牧場が焼肉

レストランで使用する枝肉は、価格決定後に年間80

～100 頭を買い戻している。これは全体の出荷頭数

の1割未満に過ぎないが、焼肉レストランの営業に

より牧場名のブランド力が高まり、大手食肉会社に

販売する肥育牛の価格交渉にプラスの効果が表れて

いる。 

 

 

３ 自家配合飼料の活用で低コスト生産に挑む交雑種中心の肥育経営（北関東・Ｃ牧場） 

■北関東・Ｃ牧場は、肥育牛年間出荷頭数600～700頭の約９割を交雑種が占めている。 

■Ｃ牧場の牛肉生産のコンセプトは、あくまでも消費者に手の届く牛肉をさまざまな飼料資源を活用

して合理的に生産する、ということにある。 

■現在、Ｃ牧場ではさまざまな原材料を用いて自家配合飼料を製造している。主な原材料は、麦類（大

麦、小麦）、圧片とうもろこし（単味）、既成の配合飼料であり、これらで全体の約半分を占める。

飼料用米についても２年ほど前から利用を開始

し、徐々に混入割合を増やしている。このほか、

ビール粕、大豆皮、豆腐粕（乾燥）、ふすま、菓

子残さなどを利用している。製造する肥育用の

自家配合飼料は１種類に統一し、同じものを交

雑種と黒毛和種に給与している。有利に利用で

きる原材料は積極的に活用する方針で、入手可

能な段階で早期に自家倉庫に搬入し、貯蔵して

いる。 

■粗飼料については、育成用に輸入乾草、輸入とうもろこしサイレージ、肥育牛へは国産稲わら（入

手元は近県の各地、業者から購入）を給与し、ハンドリングの関係から一部に輸入稲わらも利用し

ている。 

４ 乳用種主体から交雑種・黒毛和種主体に転換した大規模一貫経営（山陰地方・Ｄ牧場） 

■Ｄ牧場は、乳用種主体から交雑種・黒毛和種主体に転換した大規模一貫法人経営である。肉用牛部

門のほかに、酪農部門の２部門３組織から成っている。平成 24 年度末時点の飼養頭数は、交雑種

製造された自家配合飼料 

発酵飼料貯蔵用のアルミタンク 
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Ｄ牧場の堆肥の撹拌装置 

3,725頭、黒毛和種3,461頭である。 

 ■Ｄ牧場は昭和 59 年から収益を確実に確保し

ている。その際、収益源となったのがＤ牧場

の堆肥事業であった。昭和60年からは国営農

地開発事業、昭和63年からは土木・緑化事業、

平成４年～平成５年には石見空港開設に伴う

空港内の緑化事業、さらに、平成２年以降の

「法面」への吹き付け業者への堆肥の取引が

始まったことで、安定した供給先が確保され、

Ｄ牧場の売上高、収益の拡大に寄与していっ

た。 

■収益の拡大に伴い、集合動産担保や無担保融資などを利用して、飼養頭数の増加を図っている。 

 ■平成19年には、牧場内に飼料工場を設立し、もやし、フルーツ、みかん粕、焼酎粕などの食品残さ

に、豆腐粕、飼料用米や乾草などを混合した配合飼料を30トン/月生産し、肥育前期と酪農部門に

給餌している。 

■繁殖、哺育、育成、肥育段階ごとに、７名の常雇・臨時職員が飼養管理を行っている。また、牛舎

の屋根には太陽光パネルを設置して、光熱動力費の削減にも努めている。 
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１ 平成25年３月末時点の経営概況 

（１）飼養頭数 

①肥育牛飼養頭数規模別経営体数の分布（回答数231経営体） 

 ■平成 25年３月末時点での肥育牛飼養頭数規模別の経営体数の分布は、「200～300頭未満」13％、

「300～500頭未満」16％、「500～1,000頭未満」15％、「1,000～1,500頭未満」７％、「1,500～

2,000頭未満」３％、「2,000～3,000頭未満」６％、「3,000頭以上」７％であった。200頭以上は

全体の67％、1,000頭以上は23％を占める（図１）。 

  

22.1

11.3
13.0

15.6 14.7

6.9

3.0

6.1
7.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

平成25年3月末（n231）

（％）
200頭以上：67％

 

②品種別肥育牛飼養頭数規模別経営体数の割合 

 ■品種別肥育牛飼養頭数規模別経営体数の割合をみると、黒毛和種は「200頭未満」が54％、「200

頭以上」が 46％であり、「1,000 頭以上」は 11％であった。交雑種は「200 頭未満」36％、「200

頭以上」が 65％であり、「1,000 頭以上」は 20％であった。乳用種は「200 頭未満」42％、「200

頭以上」58％であり、「1,000頭以上」は19％であった（図２）。 

 

100頭未
満

100～
200頭未

満

200～
300頭未

満

300～
500頭未

満

500～
1,000頭
未満

1,000～
1,500頭
未満

1,500～
2,000頭
未満

2,000～
3,000頭
未満

3,000頭
以上

36.6

28.2

33.9

17.1

7.3

8.1

16.0

10.9

9.7

12.0

20.0

9.7

6.9

13.6

19.4

4.6

6.4

4.8

1.1

2.7

3.2

2.3

3.6

4.8

3.4

7.3

6.5

凡例

H25/3末・黒毛和種（n175）

H25/3末・交雑種（n110）

H25/3末・乳用種（n62）

（％）

 

図１ 肥育牛飼養頭数規模別経営体数の分布 

図２ 品種別肥育牛飼養頭数規模別経営体数の割合 
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③１経営体当たりの肥育牛平均飼養頭数の推移 

■平成23年３月末～平成25年３月末の各時点での１経営体当たりの肥育牛平均飼養頭数をみると、

黒毛和種および交雑種は増加傾向、乳用種は減少傾向で推移している（表１）。 

 

（頭）

平成23年
3月末時点

平成24年
3月末時点

平成25年
3月末時点

①黒毛和種 364 371 433

②交雑種 731 767 774

③乳用種 1,041 1,006 715

品種

肥
育
牛

 

 

（２）経営耕地面積、畜産用地 

■肥育牛飼養頭数規模別の１経営体当たりの経営耕地面積は、200 頭未満の経営では 23.4ha、200

頭以上の経営体では 27.5ha。畜産用地は 200頭未満が 2.4ha、200頭以上の経営体では 7.2haで

あった。「200頭未満」と「200頭以上」では、特に畜舎などの畜産用地について、大きな差が見

られる（表２）。経営の大規模化には、いかにして畜産用地を確保するかが重要だと言えよう。 

 

（ｈａ）

田 畑 牧草地 畜舎
その他

（放牧地
等）

全体 27.6 2.7 5.6 19.4 5.7 3.5 2.2

200頭未満・計 23.4 4.7 3.4 15.2 2.4 1.3 1.1

200頭以上・計 27.5 1.6 7.0 18.9 7.2 4.7 2.5

100頭未満 20.7 5.1 2.8 12.8 2.5 1.2 1.3

100～200頭未満 28.8 4.1 4.7 20.0 2.3 1.6 0.7

200～300頭未満 17.4 2.1 6.7 8.5 6.6 2.4 4.2

300～500頭未満 14.7 1.7 2.0 11.0 3.1 2.2 0.8

500～1,000頭未満 22.1 0.2 3.6 18.3 6.2 4.6 1.6

1.000～1,500頭未満 42.9 0.9 9.5 32.5 4.1 3.7 0.4

1,500～2,000頭未満 5.6 0.6 3.3 1.7 5.2 4.6 0.6

2,000～3,000頭未満 45.0 2.9 14.9 27.2 10.5 6.1 4.4

3,000頭以上 62.9 2.8 17.6 42.5 20.7 14.4 6.3

経営耕地

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

畜産用地

 

表２ 経営耕地面積、畜産用地 

表１ １経営体当たりの肥育牛平均飼養頭数の推移 
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（３）経営形態 

 ①畜産専業・兼業の状況 

 ■経営体の取り組み部門は、「専業経営」が74％、

「兼業経営」が26％であった。肥育牛飼養頭数

規模別の「専業経営」の割合は、200 頭未満の

経営体が57％、200頭以上の経営体が「専業経

営」83％となっている（図３）。飼養規模が大き

い経営体の方が、専業経営の割合が高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

②肉用牛経営の形態 

■肉用牛経営の形態は、全体では、

「肥育専業経営」53％、「繁殖・

肥育一貫経営」24％、「乳肉複合

経営」９％であった（図４）。肥

育牛飼養頭数規模別の「肥育専

業経営」の割合は、200 頭未満

の経営体では47％、200頭以上

の経営体では 63％となってい

る。飼養規模の大きい経営体の

方が肥育専業経営の割合が高く

なっている。 

■飼養頭数の規模別に見ると、500

頭以上の大規模経営になるほど、

「肥育専業経営」や「繁殖・肥育一貫経営」のみならず、「乳肉複合経営」や「多角化経営」などの

さまざまな事業を行なっていることがわかる。 

回答数

肥育専業
経営

繁殖・肥育
一貫経営

乳肉
複合経営

養豚・採卵
鶏、耕種部
門等との多
角化経営

その他

全体 255 52.9 23.5 8.6 2.0 12.9

200頭未満 77 46.8 27.3 11.7 0.0 14.3

200頭以上 153 62.7 22.2 7.2 2.6 5.2

100頭未満 51 37.3 25.5 17.6 0.0 19.6

100～200頭未満 26 65.4 30.8 0.0 0.0 3.8

200～300頭未満 30 56.7 33.3 0.0 3.3 6.7

300～500頭未満 36 69.4 25.0 0.0 0.0 5.6

500～1,000頭未満 34 64.7 14.7 17.6 2.9 0.0

1.000～1,500頭未満 16 62.5 18.8 12.5 6.3 0.0

1,500～2,000頭未満 7 71.4 14.3 0.0 14.3 0.0

2,000～3,000頭未満 13 69.2 15.4 0.0 0.0 15.4

3,000頭以上 17 47.1 23.5 17.6 0.0 11.8

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

52.9

23.5

8.6
2.0

12.9

62.7

22.2

7.2
2.6 5.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

図３ 畜産専業・兼業の状況 

図４ 経営形態 

回答数
畜産専業経営 兼業経営

全体 251 74.1 25.9

200頭未満 77 57.1 42.9

200頭以上 151 83.4 16.6

100頭未満 51 52.9 47.1

100～200頭未満 26 65.4 34.6

200～300頭未満 30 66.7 33.3

300～500頭未満 34 85.3 14.7

500～1,000頭未満 33 93.9 6.1

1.000～1,500頭未満 16 81.3 18.8

1,500～2,000頭未満 7 71.4 28.6

2,000～3,000頭未満 14 92.9 7.1

3,000頭以上 17 88.2 11.8

肥
育

牛
・
飼
養
規
模
別

74.1

25.9

83.4

16.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）
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（４）売上高 

①農業経営体全体 

 ■農業経営体全体の売上高（平成 24年度）は、「１～２億円未満」23％、「～5,000万円未満」22％、

「２～５億円未満」20％、平均３億 7,980万円となっている。肥育牛飼養頭数規模別では、200頭

未満の経営体は「～5,000万円未満」（51％）が最も多く、平均7,460万円であった。200頭以上は

「１～２億円未満」が31％、「２～５億円未満」（29％）が最も多く、平均５億6,120万円であった

（図５）。肥育牛飼養頭数規模に比例して多くなる傾向にある。 

  

回答数

～5,000
万円
未満

5,000万
～1億円
未満

1～2億
円未満

2～5億
円未満

5～8億
円未満

8～10億
円未満

10～15
億円
未満

15～20
億円
未満

20～30
億円
未満

30～40
億円
未満

40～50
億円
未満

50億円
以上

平均
（百万円）

全体 229 22.3 14.0 23.1 19.7 6.6 4.4 2.6 3.5 3.1 0.9 0.0 0.0 379.8

200頭未満・計 63 50.8 34.9 9.5 1.6 1.6 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 74.6

200頭以上・計 143 2.8 6.3 30.8 28.7 9.1 7.0 3.5 5.6 4.9 1.4 0.0 0.0 561.2

100頭未満 40 60.0 25.0 7.5 2.5 2.5 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 84.6

100～200頭未満 23 34.8 52.2 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.4

200～300頭未満 27 14.8 11.1 74.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 109.4

300～500頭未満 34 0.0 14.7 55.9 26.5 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 177.1

500～1,000頭未満 33 0.0 3.0 12.1 72.7 9.1 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 318.4

1.000～1,500頭未満 14 0.0 0.0 7.1 50.0 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 702.4

1,500～2,000頭未満 7 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 14.3 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 966.9

2,000～3,000頭未満 12 0.0 0.0 0.0 8.3 16.7 58.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 1046.9

3,000頭以上 16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 12.5 43.8 31.3 6.3 0.0 0.0 1975.2

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

22.3

14.0

23.1
19.7

6.6 4.4
2.6 3.5 3.1

0.9
2.8

6.3

30.8

28.7

9.1
7.0

3.5
5.6 4.9

1.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

 

②肉用牛関連 

 ■肉用牛関連の売上高は、「～5,000万円未満」（28％）が最も多く、平均３億2,490万円となってい

る。肥育牛飼養頭数規模別では、200頭未満の経営体は「～5,000万円未満」（65％）が最も多く、

平均6,180万円であった。200頭以上の経営体は「１～２億円未満」（31％）および「２～５億円未

満」（29％）が多く、平均４億8,230万円であった。農業経営全体と同様に、肥育牛飼養頭数規模に

比例して多くなる傾向にある（図６）。 

■中小企業庁の「平成24年度中小企業実態基本調査」によると、中小企業１社当たり平均は、法人２

億9,362万円、個人1,491万円となっており、中小企業と同程度の収入（～５億円未満）の肉用牛

経営体が８割を占めている。 

図５ 農業経営体全体の売上高 
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回答数

～5,000
万円
未満

5,000万
～1億円
未満

1～2億
円未満

2～5億
円未満

5～8億
円未満

8～10億
円未満

10～15
億円
未満

15～20
億円
未満

20～30
億円
未満

30～40
億円
未満

40～50
億円
未満

50億円
以上

平均
（百万円）

全体 229 27.9 13.5 20.5 19.2 7.4 3.1 3.1 3.1 1.3 0.9 0.0 0.0 324.9

200頭未満・計 63 65.1 27.0 3.2 1.6 1.6 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 61.8

200頭以上・計 143 3.5 9.1 30.8 28.7 10.5 4.9 4.2 4.9 2.1 1.4 0.0 0.0 482.3

100頭未満 40 77.5 15.0 0.0 2.5 2.5 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 67.6

100～200頭未満 23 43.5 47.8 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 51.6

200～300頭未満 27 14.8 18.5 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 102.4

300～500頭未満 34 2.9 17.6 52.9 23.5 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 164.5

500～1,000頭未満 33 0.0 6.1 21.2 66.7 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 261.3

1.000～1,500頭未満 14 0.0 0.0 7.1 71.4 21.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 369.4

1,500～2,000頭未満 7 0.0 0.0 0.0 0.0 57.1 14.3 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 838.1

2,000～3,000頭未満 12 0.0 0.0 0.0 8.3 33.3 41.7 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 1012.4

3,000頭以上 16 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 6.3 18.8 43.8 18.8 6.3 0.0 0.0 1800.1

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

27.9

13.5

20.5 19.2

7.4
3.1 3.1 3.1

1.3 0.9
3.5

9.1

30.8

28.7

10.5

4.9 4.2 4.9 2.1
1.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

 

（５）労働力 

①家族労働力 

■肉用牛関連に従事する家族労働力は平均2.6人であり、「２人」（42％）が最も多かった（図７）。 

■肥育牛飼養頭数規模別では、200頭未満の経営体は平均2.1人、200頭以上の経営体は平均2.9人で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1人 2人 3人 4人 5人以上

2.6

2.1

2.9

2.0

2.2

2.7

2.4

3.0

2.8

4.0

2.8

4.7

平均
（人）

16.1

21.4

11.2

22.7

19.2

4.3

22.2

3.6

8.3

20.0

10.0

9.1

41.5

55.7

35.2

56.8

53.8

43.5

33.3

39.3

25.0

50.0

27.3

23.0

17.1

28.0

15.9

19.2

26.1

30.6

28.6

50.0

20.0

18.2

13.8

4.3

18.4

4.5

3.8

26.1

11.1

21.4

16.7

40.0

10.0

18.2

5.5

1.4

7.2

3.8

2.8

7.1

40.0

10.0

27.3

凡例

全体（n217）

200頭未満・計（n70）

200頭以上・計（n125）

100頭未満（n44）

100～200頭未満（n26）

200～300頭未満（n23）

300～500頭未満（n36）

500～1,000頭未満（n28）

1,000～1,500頭未満（n12）

1,500～2,000頭未満（n5)

2,000～3,000頭未満（n10)

3,000頭以上（n11)

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）

図７ 肉用牛関連・家族労働力 

図６ 肉用牛関連の売上高 
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②正社員（常時雇用者） 

■肉用牛関連に従事する正社員は、平均4.9人であり、「～５人未満」（68％）が最も多かった。肥育 

 牛飼養頭数規模別では、200頭未満の経営体は平均2.0人、200頭以上の経営体は平均5.8人であっ

た（図８）。 

 

～5人未満 5～10人未満
10～20人

未満
20人以上

4.9

2.0

5.8

2.4

1.2

3.1

2.3

4.0

7.2

4.7

6.9

15.2

平均
（人）

67.5

96.0

60.3

93.8

100.0

83.3

95.5

71.0

46.2

42.9

17.6

20.0

24.0

11.1

4.5

22.6

30.8

57.1

61.5

17.6

8.1

4.0

9.9

6.3

5.6

6.5

23.1

7.7

29.4

4.4

5.8

7.7

35.3

凡例

全体（n160）

200頭未満・計（n25）

200頭以上・計（n121）

100頭未満（n16）

100～200頭未満（n9）

200～300頭未満（n18）

300～500頭未満（n22）

500～1,000頭未満（n31）

1,000～1,500頭未満（n13）

1,500～2,000頭未満（n7）

2,000～3,000頭未満（n13）

3,000頭以上（n17）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）

 

③非正社員（常時雇用者） 

■肉用牛関連の非正社員は平均2.7人であり、「～５人未満」（88％）が最も多かった。肥育牛飼養頭 

数規模別では、200未満の経営体は平均1.4人、200頭以上の経営体は平均3.1人であった（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～5人未満 5～10人未満
10～20人

未満
20人以上

2.7

1.4

3.1

1.4

1.5

1.5

1.9

2.5

2.6

3.2

4.2

6.3

平均
（人）

88.4

100.0

86.9

100.0

100.0

93.8

100.0

88.9

87.5

100.0

66.7

71.4

7.1

7.1

6.3

5.6

12.5

22.2

7.1

2.7

3.6

5.6

11.1

7.1

1.8

2.4

14.3

凡例

全体（n112）

200頭未満・計（n20）

200頭以上・計（n84）

100頭未満（n14）

100～200頭未満（n6）

200～300頭未満（n16）

300～500頭未満（n14）

500～1,000頭未満（n18）

1,000～1,500頭未満（n8）

1,500～2,000頭未満（n5）

2,000～3,000頭未満（n9）

3,000頭以上（n14）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）

図 10 肉用牛関連・正社員 

図８ 肉用牛関連・正社員 

図９ 肉用牛関連・非正社員 
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④年間臨時雇用者 

■肉用牛関連の年間臨時雇用者は平均111.3人日であり、「～20人日未満」（38％）が最も多かった。 

 肥育牛飼養頭数規模別では、200頭未満の経営体は平均48.3人日、200頭以上の経営体は平均123.0 

人日であった（図10）。 

 

～20人日
未満

20～50人
日未満

50～100人
日未満

100～200
人日未満

200人日
以上

111.3

48.3

123.0

37.7

59.0

130.6

61.0

102.4

65.0

132.0

230.0

184.3

平均
（人日）

37.7

41.7

34.0

50.0

33.3

50.0

62.5

40.0

13.0

12.5

12.8

16.7

8.3

7.1

20.0

33.3

33.3

14.3

14.3

20.8

12.8

16.7

25.0

7.1

12.5

20.0

33.3

33.3

16.9

25.0

14.9

16.7

33.3

14.3

33.3

100.0

28.6

18.2

25.5

21.4

25.0

20.0

33.3

57.1

凡例

全体（n77）

200頭未満・計（n24）

200頭以上・計（n47）

100頭未満（n12）

100～200頭未満（n12）

200～300頭未満（n14）

300～500頭未満（n8）

500～1,000頭未満（n10）

1,000～1,500頭未満（n3）

1,500～2,000頭未満（n2）

2,000～3,000頭未満（n3）

3,000頭以上（n7）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）

 

 

⑤肉用牛関連作業における１日当たりの労働時間 

 ■肉用牛関連作業における１日当たりの平均労働時間は「7.1 時間」となっている。肥育牛飼養頭数

規模別では、200頭未満が「6.0時間」、

200頭以上が「7.8時間」であった（表３）。

規模の大きい経営体の方が労働時間はや

や長いものの、法定の労働時間（１日８

時間を超えない）に準拠していることが

うかがわれる。 

 ■飼養管理労働時間（飼料給与、敷料搬出

入、牛体手入れなどの飼育の直接労働）

は、全体平均で5.9時間と、１日当たり

の平均労働時間の 83％が現場での作業

に費やされている。 

図 10 肉用牛関連・年間臨時雇用者 

（時間/日）

うち飼養管理
労働時間

全体 7.1 5.9

200頭未満・計 6.0 4.9

200頭以上・計 7.8 6.6

100頭未満 5.3 4.3

100～200頭未満 7.5 5.9

200～300頭未満 7.5 6.5

300～500頭未満 7.7 6.2

500～1,000頭未満 7.7 6.6

1,000～1,500頭未満 8.1 6.9

1,500～2,000頭未満 8.1 7.0

2,000～3,000頭未満 8.0 6.7

3,000頭以上 8.1 6.9

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

肉用牛関連の
１日・１人当たり

の労働時間

表３ 肉用牛関連作業における労働時間 
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２ 生産費（肥育牛１頭当たり） 

（１）品種別 

■品種別に見ると、肥育牛200頭以上の経営体では、黒毛和種847,909円、交雑種645,650円、乳用

種421,888円となっている（表４～６）。 

■サンプル調査ということから、必ずしも生産費構造のモデルを示しているものではないものの、品

種別飼養頭数規模別の肥育牛１頭当たりの生産費は、飼養規模の大きい経営体の方がおおむね低く

なる傾向がうかがえる。 

■生産費の構成比をみると、「もと畜費」「飼料費」の割合が高く、この２費目で７割程度を占めてい

る。牛肉生産の低コスト化に向けては、もと畜費と飼料費の圧縮をいかに達成するかが重要となる。 

 

も
と
畜
費
（

円
）

購
入
飼
料
費
（

円
）

自
給
飼
料
費
（

円
）

敷
料
費
（

円
）

光
熱
動
力
費
（

円
）

消
耗
諸
材
料
費
（

円
）

獣
医
師
料
及
び

医
薬
品
費
（

円
）

賃
借
料
及
び
料
金

（

円
）

物
件
税
及
び

公
課
諸
負
担
（

円
）

減
価
償
却
・

建
物
・
構
造
物
（

円
）

減
価
償
却
・

農
機
具
・
車
両
（

円
）

小
農
機
具
費
（

円
）

修
繕
費
・

建
物
・
構
造
物
（

円
）

修
繕
費
・

農
機
具
・
車
両
（

円
）

生
産
管
理
費
（

円
）

雇
用
労
働
費
（

円
）

支
払
利
子
（

円
）

支
払
地
代
（

円
）

副
産
物
価
額
（

円
）

生
産
費
（

円
）

副

産

物

価

額

を

差

し

引

く

平
均
販
売
価
格

（

円
）

415,017 268,510 23,878 14,279 14,397 8,699 12,990 10,772 8,313 23,919 18,133 6,674 9,112 11,743 9,686 39,108 12,400 5,738 16,408 913,369 793,869

200頭未満・計 450,385 275,855 33,661 14,721 20,438 13,374 18,416 18,844 12,912 45,683 41,196 3,100 19,810 28,026 11,904 38,222 16,833 6,619 55,882 1,070,001 816,455

200頭以上・計 399,859 265,991 18,364 14,108 11,793 6,747 10,658 7,029 6,232 16,414 8,348 7,758 4,919 5,659 8,696 39,321 10,738 5,275 6,956 847,909 778,267

100頭未満 491,408 280,286 30,200 12,200 17,833 7,522 17,310 18,350 10,917 42,222 50,875 2,800 26,000 42,105 17,000 46,625 17,529 7,400 82,345 1,138,583 769,499

100～200頭未満 413,091 269,326 39,955 18,222 24,345 22,347 20,020 19,667 15,432 50,875 28,292 3,400 11,042 10,193 7,200 26,000 15,923 4,667 7,367 999,995 870,634

200～300頭未満 431,480 298,500 32,273 12,720 13,500 7,500 12,200 8,000 8,500 24,444 10,846 5,000 5,143 6,813 5,000 66,955 11,400 5,000 6,265 965,273 871,429

300～500頭未満 386,591 258,881 14,333 9,962 10,643 6,000 8,138 6,267 6,043 13,389 7,286 1,667 4,176 5,429 5,286 35,100 13,944 5,556 8,313 798,690 754,907

500～1,000頭未満 413,296 278,010 19,333 17,480 10,167 8,944 7,304 6,188 4,105 15,889 6,462 14,000 6,059 5,957 12,900 34,778 10,375 4,800 4,187 876,046 781,394

1,000～1,500頭未満 317,738 215,240 19,667 17,300 10,400 6,500 12,700 9,200 6,571 16,667 12,714 1,000 4,750 4,625 2,750 33,818 6,444 6,500 2,675 704,584 745,775

1,500～2,000頭未満 387,500 274,443 10,286 18,400 26,000 1,833 22,000 4,000 4,800 19,000 4,250 11,571 5,750 6,667 18,750 36,857 13,000 7,333 4,350 872,440 754,697

2,000～3,000頭未満 424,333 254,458 7,800 15,400 7,083 3,600 13,000 6,286 6,000 11,875 3,571 8,500 2,833 3,400 11,000 26,083 8,286 2,000 8,757 815,510 793,150

3,000頭以上 407,718 255,286 19,000 13,300 13,000 9,300 9,818 8,750 6,400 11,000 11,625 7,000 5,000 6,400 12,714 26,692 8,000 6,333 12,278 837,337 716,721

全体

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

 

 

も
と
畜
費
（

円
）

購
入
飼
料
費
（

円
）

自
給
飼
料
費
（

円
）

敷
料
費
（

円
）

光
熱
動
力
費
（

円
）

消
耗
諸
材
料
費
（

円
）

獣
医
師
料
及
び

医
薬
品
費
（

円
）

賃
借
料
及
び
料
金

（

円
）

物
件
税
及
び

公
課
諸
負
担
（

円
）

減
価
償
却
・

建
物
・
構
造
物
（

円
）

減
価
償
却
・

農
機
具
・
車
両
（

円
）

小
農
機
具
費
（

円
）

修
繕
費
・

建
物
・
構
造
物
（

円
）

修
繕
費
・

農
機
具
・
車
両
（

円
）

生
産
管
理
費
（

円
）

雇
用
労
働
費
（

円
）

支
払
利
子
（

円
）

支
払
地
代
（

円
）

副
産
物
価
額
（

円
）

生
産
費
（

円
）

副

産

物

価

額

を

差

し

引

く

平
均
販
売
価
格

（

円
）

209,241 256,986 21,842 13,615 13,542 8,024 12,079 10,310 7,729 22,309 16,520 6,376 8,354 10,696 8,890 37,114 11,864 5,590 15,269 681,082 510,847

200頭未満・計 152,000 252,777 30,110 14,212 18,530 12,318 17,304 17,406 12,186 41,463 36,354 3,089 18,214 25,138 11,048 36,926 15,633 6,429 50,388 721,136 478,509

200頭以上・計 214,852 258,431 17,182 13,382 11,410 6,211 9,833 6,971 5,753 15,628 8,106 7,273 4,592 5,359 7,909 37,159 10,450 5,150 6,861 645,650 520,156

100頭未満 125,000 248,821 26,600 11,440 15,633 6,478 16,034 16,450 10,125 37,333 43,188 2,400 23,647 37,368 15,333 44,563 16,000 7,133 74,027 703,548 440,000

100～200頭未満 170,000 258,605 36,491 18,061 22,875 21,273 19,145 19,000 14,789 47,658 27,242 3,950 10,517 9,647 7,092 25,818 15,154 4,667 7,050 731,984 526,646

200～300頭未満 198,253 282,346 30,455 11,840 12,769 7,471 11,440 7,867 8,136 22,556 10,077 4,500 4,857 6,313 4,692 62,136 10,267 4,545 5,794 700,520 524,827

300～500頭未満 196,060 264,281 14,867 9,920 10,393 6,095 7,821 6,333 6,000 14,118 7,214 1,667 4,235 5,667 5,154 34,350 13,105 5,889 8,627 613,170 532,170

500～1,000頭未満 216,802 282,710 17,833 17,680 10,600 7,556 7,000 6,933 3,143 15,000 7,615 12,500 5,316 5,708 12,500 32,857 10,875 4,455 5,140 677,083 549,106

1,000～1,500頭未満 244,428 197,000 13,333 14,200 8,900 5,375 9,200 8,400 6,143 14,444 11,000 1,000 4,500 4,125 2,500 32,545 5,778 6,000 2,550 588,871 510,107

1,500～2,000頭未満 172,937 278,429 10,571 19,000 26,167 1,833 21,286 4,000 5,000 19,400 4,750 12,000 5,750 6,333 18,000 38,571 13,571 7,000 4,250 664,599 492,977

2,000～3,000頭未満 250,513 231,000 7,600 14,200 6,667 3,300 12,111 5,857 5,556 10,750 3,143 7,643 2,667 3,100 9,500 23,833 7,286 3,000 7,443 607,724 531,000

3,000頭以上 228,302 226,214 10,500 10,700 12,100 8,100 8,909 7,750 5,700 10,455 10,750 4,000 4,125 5,300 8,857 23,923 8,714 6,000 11,422 600,400 470,524

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

全体

 

 

表４  黒毛和種の生産費 

表５ 交雑種の生産費 
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も
と
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費
（

円
）
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入
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料
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（

円
）
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敷
料
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（

円
）

光
熱
動
力
費
（

円
）

消
耗
諸
材
料
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（

円
）

獣
医
師
料
及
び

医
薬
品
費
（

円
）

賃
借
料
及
び
料
金

（

円
）

物
件
税
及
び

公
課
諸
負
担
（

円
）

減
価
償
却
・

建
物
・
構
造
物
（

円
）

減
価
償
却
・

農
機
具
・
車
両
（

円
）

小
農
機
具
費
（

円
）

修
繕
費
・

建
物
・
構
造
物
（

円
）

修
繕
費
・

農
機
具
・
車
両
（

円
）

生
産
管
理
費
（

円
）

雇
用
労
働
費
（

円
）

支
払
利
子
（

円
）

支
払
地
代
（

円
）

副
産
物
価
額
（

円
）

生
産
費
（

円
）

副

産

物

価

額

を

差

し

引

く

平
均
販
売
価
格

（

円
）

91,683 194,535 17,013 10,305 10,316 6,543 9,352 8,394 6,098 17,535 12,568 5,146 6,580 8,334 7,516 28,768 9,241 4,262 11,776 454,187 270,809

200頭未満・計 70,000 194,500 23,487 10,874 14,254 9,830 13,638 13,968 9,353 32,347 27,586 2,750 14,162 19,541 8,925 29,654 12,100 4,905 39,135 511,873 219,750

200頭以上・計 93,128 194,547 13,364 10,082 8,632 5,095 7,531 5,651 4,576 12,181 6,197 5,727 3,608 4,100 6,840 28,563 8,141 3,925 5,225 421,888 302,231

100頭未満 70,000 193,786 20,700 8,800 12,067 5,043 12,857 13,579 7,750 29,056 33,500 2,500 18,294 29,105 12,909 34,438 12,294 5,467 57,673 522,144 219,750

100～200頭未満 70,000 195,553 28,555 13,756 17,535 17,693 14,730 14,583 11,379 37,283 19,700 3,000 8,308 7,427 5,554 22,000 11,846 3,500 5,150 502,401 219,750

200～300頭未満 96,048 210,077 23,818 9,080 9,577 6,667 8,640 6,769 6,476 17,000 7,385 3,500 3,714 4,813 4,182 48,455 8,200 3,636 4,435 478,036 355,433

300～500頭未満 77,980 207,250 11,467 7,808 8,179 4,333 6,107 4,933 4,522 10,824 5,643 1,333 3,235 4,190 4,000 26,050 10,611 4,875 6,400 403,340 355,433

500～1,000頭未満 101,322 203,968 13,833 12,917 7,800 5,889 5,348 4,867 2,833 12,118 5,769 10,000 4,500 4,478 12,000 25,407 8,250 3,364 4,033 444,662 317,574

1,000～1,500頭未満 65,000 155,400 10,333 11,400 7,400 5,000 7,100 6,800 5,000 11,556 9,714 1,000 4,000 3,250 2,667 26,000 4,875 5,000 2,000 341,495 240,000

1,500～2,000頭未満 79,117 199,143 7,714 12,800 19,167 1,600 15,571 4,000 3,600 13,800 3,000 8,571 4,250 5,000 12,250 27,429 9,429 5,000 3,075 431,441 270,000

2,000～3,000頭未満 81,257 182,083 5,800 11,200 5,167 3,000 9,667 4,429 4,625 9,286 2,571 6,357 2,000 2,333 7,500 18,917 6,000 1,500 5,857 363,692 270,000

3,000頭以上 126,009 166,143 10,500 7,900 8,600 6,556 6,727 8,000 4,000 7,700 7,625 4,000 2,750 3,900 8,714 17,000 6,000 4,333 8,644 406,458 302,400

全体

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

 

 

 

 

 

表６ 乳用種の生産費 

※乳用種の100～200頭の「もと畜費」「平均販売価格」はデータ欠損のため、100頭未満のデータを使用。300～500頭の「平均販売価格」もデータ欠損のため、200

～300頭のデータを使用。 

※「もと畜費」「平均販売価格」は雄牛のデータを使用。 

※生産費の合計には、副産物の価額は含まれていない。 

図 11 生産費の構成比 

■黒毛和種 ■ 交 雑 種 ■ 乳 用 種 
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3,000頭以上

もと畜費 飼料費 その他
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（２）生産費の増減（前年度との比較） 

 

増加した 減少した 変化無し

59.1

19.9

26.6

39.4

24.5

21.3

8.7

13.3

11.8

56.0

17.0

11.5

15.1

18.1

11.7

29.6

29.3

10.7

26.6

16.0

4.4

6.0

4.1

11.3

4.4

7.3

13.5

2.7

5.1

5.4

11.9

8.0

10.6

8.4

9.0

2.9

7.0

7.3

2.8

6.0

8.6

2.5

34.9

76.0

62.1

56.2

68.2

65.2

88.6

81.6

82.8

32.1

75.0

77.9

76.5

72.9

85.4

63.4

63.4

86.4

67.4

75.4

93.0

凡例

購入飼料費（n215）

自給飼料費（n171）

敷料費（n203）

光熱動力費（n203）

消耗諸材料費（n192）

獣医師料及び医薬品費（n207）

賃借料及び料金（n184）

物件税及び公課諸負担（n196）

種付料（一貫経営のみ）（n93）

もと畜費（購入）（n193）

もと畜費（自家振替）（n88）

減価償却費（家畜）（n113）

減価償却費（建物・構造物）（n166）

減価償却費（農機具・車両）（n155）

小農機具費（n137）

修繕費（建物・構造物）（n186）

修繕費（農機具・車両）（n164）

生産管理費（n177）

雇用労働費（n184）

支払利子（n187）

支払地代（n158）

（％）

 

■平成24年度の肉用牛生産に関わる費用のうち、前年度（平成23年度）と比較して、20％以上増減

した費目について聞いたところ、特に増加した費目は、「購入飼料費（59％）」「もと畜費・購入（56％）」

の２つである。昨今の飼料費やもと畜費の高騰の影響が、本調査結果でも表れた形となった（図12）。 

■その他で増加した費目としては、「光熱動力費」の39％、「修繕費（建物・構造物）」、「修繕費（農

機具・車両）」、「雇用労働費」、「敷料費」などの回答が多く得られた。飼料費やもと畜費に比べて、

生産費に占める割合は小さいものの、コスト増につながる費目として留意したい。 

図 12 生産費の増減 
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３ もと畜の導入状況 

（１）もと畜の導入先 

■黒毛和種は、飼養規模にか

かわらず「家畜市場」が９

割前後と圧倒的に多い（図

13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交雑種は、黒毛和種と同様  

に、「家畜市場」が圧倒的に  

多く、全体で73％となって 

いる（図14）。黒毛和種と 

比較すると、導入先は分散 

し、「農協」や「生産者」、 

「家畜商」などからも導入 

している。 

 

 

 

回答数

家畜市場 農協
生産者
（企業）

家畜商
生産者
（個人）

その他

全体 154 92.9 3.2 2.6 5.8 7.1 1.9

200頭未満・計 53 90.6 5.7 0.0 9.4 7.5 1.9

200頭以上・計 94 94.7 2.1 4.3 3.2 5.3 2.1

100頭未満 31 90.3 6.5 0.0 9.7 9.7 0.0

100～200頭未満 22 90.9 4.5 0.0 9.1 4.5 4.5

200～300頭未満 19 100.0 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0

300～500頭未満 21 100.0 4.8 0.0 4.8 4.8 0.0

500～1,000頭未満 21 90.5 0.0 0.0 9.5 4.8 4.8

1.000～1,500頭未満 9 88.9 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0

1,500～2,000頭未満 4 100.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0

2,000～3,000頭未満 8 87.5 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5

3,000頭以上 12 91.7 8.3 16.7 0.0 0.0 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

92.9

3.2 2.6
5.8 7.1

1.9

94.7

2.1 4.3 3.2
5.3 2.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

図 13 もと畜の導入先（黒毛和種、複数回答）  

図 14 もと畜の導入先（交雑種、複数回答） 

回答数

家畜市場 農協
生産者
（企業）

家畜商
生産者
（個人）

その他

全体 109 72.5 11.9 18.3 9.2 14.7 1.8

200頭未満・計 17 58.8 11.8 23.5 5.9 11.8 0.0

200頭以上・計 85 78.8 12.9 14.1 9.4 15.3 2.4

100頭未満 10 50.0 0.0 40.0 0.0 20.0 0.0

100～200頭未満 7 71.4 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0

200～300頭未満 12 75.0 8.3 8.3 8.3 16.7 0.0

300～500頭未満 20 75.0 10.0 5.0 15.0 20.0 0.0

500～1,000頭未満 20 85.0 10.0 5.0 10.0 5.0 5.0

1.000～1,500頭未満 10 70.0 20.0 20.0 0.0 20.0 10.0

1,500～2,000頭未満 3 100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

2,000～3,000頭未満 7 71.4 28.6 14.3 14.3 14.3 0.0

3,000頭以上 13 84.6 15.4 46.2 7.7 15.4 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

72.5

11.9
18.3

9.2 14.7

1.8

78.8

12.9 14.1
9.4

15.3

2.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）
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■乳用種は、「家畜市場」からの 

導入が最も多く、全体では35 

％、次いで「生産者（企業）」 

が30％、「農協」が29％、「家 

畜商」が13％、「生産者（個 

人）」が11％となっている（図 

15）。黒毛和種や交雑種と比較 

すると、導入先は分散傾向に 

ある。 

 

 

 

 

（２）年間もと畜導入状況 

■もと畜の年間外部導入頭数は、肥育牛200頭以上では、「黒毛和種」が271頭、「交雑種」が381頭、

「乳用種」が824頭である（表７）。 

■１頭当たりの導入価格は、肥育牛 200 頭以上では「黒毛和種（去勢雄）」が 40.0 万円、「黒毛和種

（雌）」が 34.6万円、「交雑種（去勢雄）」が 21.5万円、「交雑種（雌）」が 17.8万円、「乳用種」

が9.3万円であった。 

■導入時の１頭当たりの

平均体重は、「黒毛和種

（去勢・雄）」が273.7kg、

「黒毛和種（雌）」が

273.1kg、「交雑種（去

勢・雄）」が214.9kg、「交

雑種（雌）」が 201.4kg、

「乳用種」が228.4kgで

ある。 

図 15 もと畜の導入先（乳用種、複数回答） 

表７ 年間もと畜の導入状況  

回答数

家畜市場 農協
生産者
（企業）

家畜商
生産者
（個人）

その他

全体 63 34.9 28.6 30.2 12.7 11.1 6.3

200頭未満・計 7 42.9 0.0 57.1 0.0 0.0 0.0

200頭以上・計 48 35.4 35.4 22.9 14.6 12.5 8.3

100頭未満 7 42.9 0.0 57.1 0.0 0.0 0.0

100～200頭未満 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

200～300頭未満 5 20.0 20.0 40.0 0.0 20.0 20.0

300～500頭未満 7 42.9 14.3 28.6 0.0 14.3 14.3

500～1,000頭未満 15 46.7 40.0 13.3 6.7 6.7 6.7

1.000～1,500頭未満 4 50.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0

1,500～2,000頭未満 4 0.0 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0

2,000～3,000頭未満 7 42.9 57.1 0.0 42.9 14.3 14.3

3,000頭以上 6 16.7 50.0 50.0 33.3 0.0 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

34.9
28.6 30.2

12.7
11.1 6.3

35.4 35.4

22.9

14.6 12.5
8.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌

黒毛和種 204.4 382,092 415,017 349,167 275.6 279.3 271.9

交雑種 331.5 189,690 209,241 170,139 203.5 213.1 193.8

黒毛和種 271.0 372,715 399,859 345,571 273.4 273.7 273.1

交雑種 380.6 196,255 214,852 177,657 208.2 214.9 201.4

100頭未満 28.3 415,772 491,408 340,135 286.9 293.9 280.0

100～200頭未満 50.4 393,818 413,091 374,545 275.1 291.4 258.8

200～300頭未満 77.5 394,119 431,480 356,758 269.6 277.1 262.1

300～500頭未満 136.4 386,512 386,591 386,433 273.2 272.3 274.1

500～1,000頭未満 154.3 377,027 413,296 340,758 267.2 261.3 273.0

1,000～1,500頭未満 388.3 277,080 317,738 236,422 303.3 286.7 320.0

1,500～2,000頭未満 430.8 357,789 387,500 328,078 266.7 275.0 258.3

2,000～3,000頭未満 398.3 378,792 424,333 333,250 271.2 283.7 258.8

3,000頭以上 643.2 379,540 407,718 351,363 278.7 275.7 281.7

100頭未満 11.8 107,500 125,000 90,000 170.0 170.0 －

100～200頭未満 33.9 150,833 170,000 131,667 207.5 213.3 201.7

200～300頭未満 76.3 168,337 198,253 138,421 130.6 151.3 110.0

300～500頭未満 133.1 184,021 196,060 171,983 196.1 207.9 184.4

500～1,000頭未満 143.1 198,767 216,802 180,733 212.4 217.5 207.3

1,000～1,500頭未満 344.2 216,606 244,428 188,785 204.3 226.7 182.0

1,500～2,000頭未満 291.0 154,969 172,937 137,000 165.4 165.3 165.5

2,000～3,000頭未満 822.0 228,461 250,513 206,410 304.1 311.7 296.4

3,000頭以上 974.6 209,923 228,302 191,544 230.6 241.2 220.0

100頭未満 16.7

100～200頭未満 －

200～300頭未満 175.5

300～500頭未満 205.2

500～1,000頭未満 336.2

1,000～1,500頭未満 711.5

1,500～2,000頭未満 637.5

2,000～3,000頭未満 1216.8

3,000頭以上 3213.8

交
雑
種

乳
用
種

50,000

－ －

55.0

126,009

180.0

191.4

263.6

－

220.5

217.0

295.0

77,980

101,322

65,000

79,117

81,257

96,048

黒
毛
和
種

もと畜の外部導入時の
１頭当たりの取得価格（円）

91,683

93,128

全体

肥育牛200
頭以上

種類

もと畜の外部導入時の
１頭当たりの平均体重（ｋｇ）

218

228.4

もと畜の
外部導入頭数

（頭）

758.2

823.6

乳用種

乳用種
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（３）もと畜を外部から導入する際の重視点 

■もと畜（黒毛和種）を外部から導入する際の重視点については、「価格」、「体型の良し悪し」、「健康

状態」、「血統」、「発育状態」が上位となっている。「血統」よりも、実際のもと畜の状態を重視す

る肥育業者が多いことがうかがえる（図16、17）。 

 

 

重視する
やや重視

する
どちらとも
言えない

あまり
重視

しない

重視
しない

76.1

71.7

69.6

67.4

58.7

40.8

38.6

36.4

21.2

2.7

重視・
やや重視
の計（％）

55.4

48.4

43.5

42.4

36.4

12.5

13.0

13.6

4.9

1.6

20.7

23.4

26.1

25.0

22.3

28.3

25.5

22.8

16.3

1.1

22.8

25.5

27.2

23.4

33.7

47.3

44.6

48.4

61.4

95.1

0.5

1.6

2.7

6.0

6.5

7.6

11.4

11.4

9.2

0.5

0.5

1.1

0.5

3.3

1.1

4.3

5.4

3.8

8.2

1.6

凡例

価格

体型の良し悪し

健康状態（毛づやの良さ等）

血統

発育状態（肉付きの良さ等）

出品生産者の実績

期待育種価

体重（重い「もと畜」を選ぶ）

体重（軽い「もと畜」を選ぶ）

その他

（％）

（ｎ184）

 

回答数

価格
体型の良
し悪し

健康状態
（毛づや
の良さ
等）

血統

発育状態
（肉付き
の良さ
等）

出品生産
者の実績

期待育種
価

体重（重
い「もと
畜」を選
ぶ）

体重（軽
い「もと
畜」を選
ぶ）

その他

全体 184 76.1 71.7 69.6 67.4 58.7 40.8 38.6 36.4 21.2 2.7

200頭未満・計 62 79.0 67.7 72.6 67.7 59.7 43.5 40.3 41.9 22.6 4.8

200頭以上・計 104 80.8 79.8 74.0 71.2 63.5 43.3 39.4 36.5 21.2 1.9

100頭未満 37 78.4 62.2 70.3 59.5 56.8 40.5 35.1 37.8 18.9 5.4

100～200頭未満 25 80.0 76.0 76.0 80.0 64.0 48.0 48.0 48.0 28.0 4.0

200～300頭未満 20 75.0 85.0 80.0 80.0 60.0 40.0 30.0 30.0 25.0 5.0

300～500頭未満 24 87.5 83.3 70.8 66.7 66.7 33.3 45.8 50.0 25.0 0.0

500～1,000頭未満 24 66.7 75.0 75.0 70.8 66.7 54.2 29.2 37.5 16.7 0.0

1,000～2,000頭未満 11 90.9 72.7 63.6 63.6 54.5 45.5 54.5 45.5 27.3 0.0

2,000～3,000頭未満 4 100.0 75.0 75.0 75.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0

3,000頭以上 8 100.0 75.0 62.5 62.5 50.0 37.5 25.0 37.5 0.0 0.0

肥
育
牛
飼
養
頭
数
規
模
別

76.1 71.7
69.6 67.4

58.7

40.8 38.6 36.4

21.2

2.7

80.8 79.8
74.0 71.2

63.5

43.3
39.4 36.5

21.2

1.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

図 16 もと畜（黒毛和種）を導入する際の重視点 

図 17 肥育牛飼養頭数規模別（黒毛和種、重視・やや重視の計） 
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■もと畜（交雑種）を外部から導入する際の重視点については、「健康状態」「価格」「発育状態」が上

位となり、「重視する＋やや重視する」の計は、いずれも57～58％と近接している。 

■「黒毛和種」と比較すると、「どちらとも言えない」～「重視しない」までの割合が全般的に高く、

導入時のこだわりは、あまり強くはないことがうかがえる（図18、19）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

健康状態
（毛づや
の良さ
等）

価格

発育状態
（肉付き
の良さ
等）

体型の良
し悪し

血統
出品生産
者の実績

体重（重
い「もと
畜」を選
ぶ）

期待育種
価

体重（軽
い「もと
畜」を選
ぶ）

その他

全体 133 58.6 57.9 57.1 54.1 45.1 33.8 29.3 22.6 7.5 1.5

200頭未満・計 30 36.7 33.3 33.3 36.7 36.7 13.3 26.7 20.0 3.3 0.0

200頭以上・計 89 71.9 73.0 70.8 67.4 52.8 44.9 32.6 25.8 10.1 2.2

100頭未満 18 22.2 16.7 27.8 27.8 22.2 11.1 11.1 16.7 5.6 0.0

100～200頭未満 12 58.3 58.3 41.7 50.0 58.3 16.7 50.0 25.0 0.0 0.0

200～300頭未満 14 64.3 64.3 57.1 57.1 57.1 28.6 42.9 21.4 14.3 0.0

300～500頭未満 21 76.2 66.7 85.7 71.4 47.6 52.4 42.9 28.6 14.3 0.0

500～1,000頭未満 21 66.7 71.4 61.9 66.7 52.4 47.6 19.0 23.8 4.8 4.8

1,000～2,000頭未満 10 50.0 70.0 50.0 30.0 20.0 30.0 30.0 30.0 10.0 0.0

2,000～3,000頭未満 3 100.0 100.0 66.7 100.0 66.7 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0

3,000頭以上 7 71.4 85.7 71.4 85.7 42.9 71.4 28.6 28.6 14.3 0.0

肥
育
牛
飼
養
頭
数
規
模
別

58.6 57.9 57.1 54.1
45.1

33.8
29.3

22.6

7.5
1.5

71.9 73.0 70.8 67.4

52.8
44.9

32.6
25.8

10.1
2.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

図 18 もと畜（交雑種）を導入する際の重視点 

図 19 肥育牛飼養頭数規模別（交雑種、重視・やや重視の計） 

重視する
やや重視

する
どちらとも
言えない

あまり
重視

しない

重視
しない

58.6

57.9

57.1

54.1

45.1

33.8

29.3

22.6

7.5

1.5

重視・
やや重視
の計（％）

39.1

41.4

30.1

36.1

23.3

11.3

15.8

7.5

2.3

1.5

19.5

16.5

27.1

18.0

21.8

22.6

13.5

15.0

5.3

39.8

39.1

39.8

42.9

42.1

51.9

61.7

57.9

75.2

95.5

0.8

0.8

0.8

6.0

6.8

5.3

6.0

5.3

1.5

2.3

2.3

2.3

6.8

7.5

3.8

13.5

12.0

3.0

凡例

健康状態（毛づやの良さ等）

価格

発育状態（肉付きの良さ等）

体型の良し悪し

血統

出品生産者の実績

体重（重い「もと畜」を選ぶ）

期待育種価

体重（軽い「もと畜」を選ぶ）

その他

（％）

（ｎ133）
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■もと畜（乳用種）については、「どちらとも言えない」が大半を占めており、外部導入時のこだわり

は希薄である（図20、21）。 

 

重視する
やや重視

する
どちらとも
言えない

あまり
重視

しない

重視
しない

14.9

14.2

14.2

13.5

10.1

4.7

1.4

1.4

0.7

0.7

重視・
やや重視
の計（％）

9.5

9.5

10.8

9.5

6.1

2.0

1.4

0.7

0.7

0.7

5.4

4.7

3.4

4.1

4.1

2.7

0.7

83.8

83.8

83.8

84.5

85.1

90.5

87.8
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86.5

96.6

1.4

1.4

1.4

1.4

2.0

2.0

2.0

4.7

3.4

10.8

6.1

11.5

2.7

凡例

健康状態（毛づやの良さ等）

発育状態（肉付きの良さ等）

価格

体型の良し悪し

出品生産者の実績

体重（重い「もと畜」を選ぶ）

期待育種価

体重（軽い「もと畜」を選ぶ）

血統

その他

（％）

（ｎ148）

 

 

回答数

健康状態
（毛づや
の良さ
等）

発育状態
（肉付き
の良さ
等）

価格
体型の良
し悪し

出品生産
者の実績

体重（重
い「もと
畜」を選
ぶ）

期待育種
価

体重（軽
い「もと
畜」を選
ぶ）

血統 その他

全体 148 14.9 14.2 14.2 13.5 10.1 4.7 1.4 1.4 0.7 0.7

200頭未満・計 40 5.0 2.5 5.0 5.0 2.5 0.0 2.5 0.0 2.5 0.0

200頭以上・計 89 22.5 22.5 21.3 20.2 15.7 7.9 1.1 2.2 0.0 1.1

100頭未満 25 8.0 4.0 8.0 8.0 4.0 0.0 4.0 0.0 4.0 0.0

100～200頭未満 15 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

200～300頭未満 16 18.8 25.0 25.0 12.5 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0

300～500頭未満 16 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

500～1,000頭未満 23 13.0 13.0 17.4 17.4 17.4 8.7 0.0 4.3 0.0 4.3

1,000～2,000頭未満 10 30.0 30.0 10.0 30.0 10.0 10.0 0.0 10.0 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 5 60.0 40.0 40.0 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3,000頭以上 9 44.4 44.4 55.6 44.4 22.2 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0

肥
育
牛
飼
養
頭
数
規
模
別

14.9 14.2 14.2 13.5 10.1
4.7 1.4 1.4 0.7 0.7

22.5 22.5 21.3 20.2
15.7

7.9
1.1 2.2 0.0 1.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

 

図 20 もと畜（乳用種・子牛）を導入する際の重視点 

図 21 肥育牛飼養頭数規模別（乳用種・子牛、重視・やや重視の計） 
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４ 肥育牛の出荷状況 

（１）黒毛和種 

■年間出荷頭数は、肥育牛200頭以上では、「黒毛和種（去勢・雄）」が264頭、「黒毛和種（雌）」が

249頭、「平均」が257頭である（表８）。 

■平均販売価格は、全体では平均で市場出荷１頭当たり 75.4 万円（枝肉単価 1,644 円/kg）、相対取

引１頭当たり75.1万円（枝肉単価1,641円/kg）となっており、市場出荷と相対取引の価格差はほ

とんど見られなかった。200頭以上では、平均で市場出荷１頭当たり74.8万円（枝肉単価1,605円

/kg）、相対取引１頭当たり74.6万円（枝肉単価1,624円/kg）となっている。 

 

平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌

全体 188 195 181 754,066 793,869 714,262 1,644 1,642 1,647 751,322 794,934 707,710 1,641 1,656 1,626

200頭未満・計 35 40 29 762,807 816,455 709,160 1,718 1,689 1,748 762,856 810,360 715,351 1,680 1,699 1,661

200頭以上・計 257 264 249 748,033 778,267 717,800 1,605 1,610 1,600 746,161 788,009 704,314 1,624 1,635 1,613

100頭未満 24 23 25 702,800 769,499 636,101 1,674 1,709 1,639 746,563 813,811 679,316 1,687 1,772 1,601

100～200頭未満 47 59 35 833,068 870,634 795,503 1,752 1,668 1,836 786,700 807,600 765,800 1,698 1,645 1,750

200～300頭未満 83 95 71 795,511 871,429 719,593 1,663 1,783 1,544 759,500 802,063 716,937 1,695 1,699 1,691

300～500頭未満 124 104 144 776,593 754,907 798,279 1,699 1,600 1,798 792,909 785,204 800,614 1,723 1,610 1,836

500～1,000頭未満 170 191 149 751,244 781,394 721,094 1,632 1,629 1,636 784,491 824,492 744,490 1,688 1,667 1,709

1.000～1,500頭未満 246 233 258 676,913 745,775 608,051 1,471 1,517 1,425 687,755 724,622 650,888 1,416 1,476 1,355

1,500～2,000頭未満 354 177 530 730,200 754,697 705,704 1,568 1,569 1,566 672,278 661,000 683,556 1,530 1,560 1,499

2,000～3,000頭未満 343 540 145 744,825 793,150 696,500 1,513 1,577 1,450 720,000 761,000 679,000 1,600 1,638 1,562

3,000頭以上 625 597 653 686,258 716,721 655,795 1,467 1,467 1,468 732,429 815,758 649,101 1,600 1,673 1,528

平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌

全体 9.9 9.7 10.2 285.5 296.1 274.9 29.7 29.6 29.8 708.5 752.1 664.9 638.5 641.0 636.0 0.8 0.8 0.7

200頭未満・計 10.7 10.0 11.5 290.2 309.3 271.0 29.7 29.6 29.7 720.8 755.6 685.9 650.9 654.1 647.7 0.8 0.9 0.8

200頭以上・計 9.5 9.4 9.7 280.3 283.9 276.6 29.7 29.6 29.9 702.7 748.8 656.5 632.9 636.0 629.8 0.7 0.8 0.7

100頭未満 11.0 9.3 12.8 287.3 295.6 279.0 30.0 30.0 30.0 715.8 741.2 690.3 687.3 684.0 690.6 0.8 0.9 0.7

100～200頭未満 10.4 10.6 10.2 292.4 321.8 263.0 29.3 29.3 29.3 726.8 772.6 681.0 616.3 624.2 608.3 0.8 0.9 0.8

200～300頭未満 8.9 8.8 9.0 262.7 271.4 253.9 29.4 29.3 29.4 701.3 749.8 652.7 661.7 662.1 661.3 0.7 0.8 0.6

300～500頭未満 9.8 9.8 9.9 287.2 291.2 283.2 29.9 29.7 30.0 699.3 728.1 670.4 607.7 589.0 626.4 0.7 0.8 0.7

500～1,000頭未満 9.3 8.8 9.8 267.2 261.3 273.0 29.5 28.7 30.3 704.2 738.6 669.9 586.9 571.8 602.1 0.9 1.0 0.8

1.000～1,500頭未満 10.1 10.2 10.1 303.3 286.7 320.0 29.6 29.6 29.6 726.9 759.9 693.8 706.5 741.8 671.3 0.8 0.9 0.8

1,500～2,000頭未満 8.8 8.5 9.0 291.3 300.0 282.5 30.4 30.4 30.4 688.7 755.0 622.3 651.3 663.5 639.0 0.6 0.5 0.6

2,000～3,000頭未満 10.4 10.1 10.7 295.0 303.7 286.3 29.8 30.3 29.3 670.5 764.8 576.3 582.1 639.0 525.3 0.6 0.6 0.6

3,000頭以上 9.8 9.8 9.8 293.3 302.4 284.2 30.0 29.9 30.2 708.5 766.6 650.4 663.0 672.7 653.4 0.7 0.8 0.7

肥育開始時
平均月齢
（カ月）

肥育開始時
平均体重
（㎏）

出荷時
平均月齢（カ月）

出荷時
平均体重（㎏）

平均
肥育日数（日）

増体重
（㎏／日）

年間出荷頭数（頭）

市場出荷

平均販売価格（円） 平均枝肉単価（円）

相対取引

平均販売価格（円） 平均枝肉単価（円）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

 

 

（２）交雑種 

■年間出荷頭数は、肥育牛 200頭以上では、「交雑種（去勢・雄）」が 486頭、「交雑種（雌）」が 363

頭、「平均」が424頭である（表９）。 

■平均販売価格は、全体では平均で市場出荷１頭当たり 48.4 万円（枝肉単価 1,001 円/kg）、相対取

引１頭当たり 51.4万円（枝肉単価 1,060円/kg）となっている。200頭以上では、平均で市場出荷

１頭当たり49.7万円（枝肉単価1,005円/kg）、相対取引１頭当たり52.0万円（枝肉単価1,068円

/kg）となっている。 

表８ 出荷状況（黒毛和種） 
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（３）乳用種 

■年間出荷頭数は、全体で669頭、200頭以上で775頭であった（表10）。 

■平均販売価格は、全体で市場出荷１頭当たり 27.1 万円（枝肉単価 624 円/kg）、相対取引１頭当た

り29.9万円（枝肉単価657円/kg）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 10 出荷状況（乳用種） 

表９ 出荷状況（交雑種） 

平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌

全体 353 410 295 483,917 510,847 456,987 1,001 1,007 996 513,905 552,605 475,204 1,060 1,080 1,040

200頭未満・計 23 23 23 441,384 478,509 404,258 983 983 983 459,239 510,000 408,477 993 1,050 936

200頭以上・計 424 486 363 497,415 520,156 474,674 1,005 1,012 999 519,600 555,649 483,552 1,068 1,083 1,052

100頭未満 19 23 15 412,088 440,000 384,176 999 1,026 972 407,608 400,000 415,216 960 950 969

100～200頭未満 30 23 37 488,881 526,646 451,115 963 875 1,050 507,500 620,000 395,000 1,010 1,150 870

200～300頭未満 63 82 44 489,009 524,827 453,191 979 966 993 516,833 538,000 495,667 1,102 1,118 1,085

300～500頭未満 134 121 148 492,793 532,170 453,416 1,018 1,043 992 501,128 541,350 460,905 1,010 1,006 1,014

500～1,000頭未満 150 124 176 529,021 549,106 508,935 1,043 1,039 1,046 548,386 579,750 517,021 1,097 1,097 1,096

1.000～1,500頭未満 279 328 230 492,507 510,107 474,907 1,011 1,014 1,008 509,833 567,000 452,667 1,093 1,107 1,080

1,500～2,000頭未満 282 384 180 474,921 492,977 456,866 998 1,020 976 501,831 546,796 456,866 1,042 1,108 976

2,000～3,000頭未満 1,002 1,042 962 482,750 531,000 434,500 1,020 1,060 980 514,446 550,081 478,811 1,061 1,077 1,045

3,000頭以上 1,093 1,333 854 451,557 470,524 432,590 911 922 901 542,193 563,482 520,904 1,093 1,109 1,077

平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌 平均 去勢・雄 雌

全体 7.8 7.3 8.3 262.0 270.1 253.9 26.4 26.7 26.1 751.5 785.4 717.6 616.3 618.4 614.1 0.9 1.0 0.9

200頭未満・計 8.9 9.3 8.6 283.5 282.0 285.0 26.2 26.7 25.7 716.4 752.2 680.5 630.8 669.5 592.0 0.9 1.0 0.9

200頭以上・計 7.4 7.0 7.8 256.2 268.8 243.5 26.5 26.7 26.3 758.4 791.5 725.4 610.5 610.1 611.0 0.9 1.0 0.9

100頭未満 6.4 7.0 5.8 282.1 276.7 287.5 26.3 27.3 25.4 698.5 703.3 693.6 614.5 619.0 610.0 0.9 1.0 0.9

100～200頭未満 11.9 11.5 12.3 285.0 290.0 280.0 26.1 26.1 26.2 750.0 850.0 650.0 642.5 720.0 565.0 1.0 1.1 0.9

200～300頭未満 7.9 6.0 9.8 223.4 226.9 220.0 24.7 25.7 23.7 752.8 748.0 757.5 633.0 606.0 660.0 1.0 0.9 1.0

300～500頭未満 6.9 6.6 7.3 249.4 256.1 242.7 26.9 27.4 26.4 753.1 784.9 721.3 617.4 624.6 610.1 0.9 0.9 0.9

500～1,000頭未満 6.3 6.0 6.6 220.7 229.8 211.7 26.3 25.9 26.6 770.4 821.2 719.7 624.3 626.8 621.8 1.1 1.2 0.9

1.000～1,500頭未満 8.2 7.8 8.5 204.7 273.3 136.0 24.6 24.3 24.8 720.2 754.2 686.3 574.0 566.3 581.7 1.0 1.0 0.9

1,500～2,000頭未満 5.5 6.0 5.0 300.8 320.5 281.0 29.1 29.8 28.4 774.5 817.0 732.0 707.8 709.0 706.5 0.7 0.8 0.7

2,000～3,000頭未満 9.7 9.7 9.8 324.3 329.2 319.4 25.7 26.7 24.8 709.4 739.9 678.9 525.5 557.2 493.7 0.7 0.8 0.7

3,000頭以上 8.8 9.3 8.4 309.6 328.9 290.3 27.6 27.9 27.4 802.3 829.9 774.8 613.4 586.6 640.3 0.9 1.0 0.9

増体重
（㎏／日）

肥育開始時
平均月齢
（カ月）

肥育開始時
平均体重
（㎏）

出荷時
平均月齢（カ月）

出荷時
平均体重（㎏）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

年間出荷頭数（頭）

市場出荷 相対取引

平均販売価格（円） 平均枝肉単価（円） 平均販売価格（円） 平均枝肉単価（円）

平均
肥育日数（日）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

平
均
販
売
価
格
（

円
）

平
均
枝
肉
単
価
（

円
）

平
均
販
売
価
格
（

円
）

平
均
枝
肉
単
価
（

円
）

全体 669 270,809 624 299,022 657 7.1 273.5 20.6 765.4 434.1 1.2

200頭未満・計 17 219,750 658 － － 3.3 266.0 21.9 718.3 412.5 1.1

200頭以上・計 775 302,231 613 299,022 657 7.5 274.5 20.3 773.4 435.4 1.2

100頭未満 17 219,750 658 － － 3.3 266.0 21.9 718.3 412.5 1.1

100～200頭未満 － － － － － － － － － － －

200～300頭未満 131 355,433 630 412,478 787 7.0 243.8 20.7 801.5 439.0 1.2

300～500頭未満 139 － － 249,000 602 10.5 242.0 19.4 730.0 496.7 1.2

500～1,000頭未満 382 317,574 696 294,473 664 6.7 267.9 20.2 790.9 401.3 1.6

1.000～1,500頭未満 570 240,000 555 － － 10.0 400.0 20.4 775.0 446.7 1.2

1,500～2,000頭未満 570 270,000 450 268,720 621 5.3 277.3 20.5 743.3 450.5 1.1

2,000～3,000頭未満 1,249 270,000 700 288,529 641 8.5 277.4 21.6 782.3 436.5 0.9

3,000頭以上 2,574 302,400 430 279,040 598 8.5 342.5 19.5 780.4 383.0 1.2

市場出荷 相対取引

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

年
間
出
荷
頭
数
（

頭
）

平
均

肥
育
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（
日

）

肥
育
開
始
時
平
均
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齢
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）

肥
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）
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）
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（
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（４）増体重、肥育期間の傾向 

 ①増体重の傾向 

 ■黒毛和種は、全体では「増加傾向にある」

48％、「減少傾向にある」６％、「特に変化

はない」47％であった。 

■200 頭以上の経営体では、「増加傾向にあ

る」44％、「減少傾向にある」８％、「特に

変化はない」48％であった（図22）。 

 

 

 

 

 

 

 

■交雑種は、全体では「増加傾向にある」53％、

「減少傾向にある」８％、「特に変化はない」

40％であった。 

■200頭以上では「増加傾向にある」54％、「減

少傾向にある」10％、「特に変化はない」36％

であった（図23）。 

図23 増体重（交雑種） 

図 22 増体重（黒毛和種） 
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模
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■乳用種は、全体では、「増加傾向にある」40％、 

「減少傾向にある」10％、「特に変化はない」 

50％であった。 

■200 頭以上では「増加傾向にある」37％、

「減少傾向にある」13％、「特に変化はな

い」50％であった（図24）。 

 

 

 

 

 

 

 

②肥育期間の傾向 

  ■黒毛和種は、全体では「特に変化ない」が 

58％であった（図25）。 

図 24 増体重（乳用種） 

図 25 肥育期間（黒毛和種） 
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■交雑種については、全体では「特に変化はない」 

が46％と半数近くを占めるが、「短期化傾向 

にある」も43％となっている（図26）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■乳用種では、交雑種と同様に、全体で「特に  

変化はない」が59％を占めるが、「短期化傾     

向にある」も33％を占める（図27）。 

 

図 26 肥育期間（交雑種） 

図 27 肥育期間（乳用種） 

長期化傾向
にある

短期化傾向
にある

特に変化は
ない

10.5

12.5

9.3

12.5

12.5

10.0

5.6

17.6

0.0

25.0

14.3

0.0

43.2

25.0

49.3

12.5

37.5

60.0

44.4

47.1

25.0

50.0

57.1

63.6

46.3

62.5

41.3

75.0

50.0

30.0

50.0

35.3

75.0

25.0

28.6

36.4

凡例

全体（n95）

200頭未満・計（n16）

200頭以上・計（n75）

100頭未満（n8）

100～200頭未満（n8）

200～300頭未満（n10）

300～500頭未満（n18）

500～1,000頭未満（n17）

1,000～1,500頭未満（n8）

1,500～2,000頭未満（n4）

2,000～3,000頭未満（n7）

3,000頭以上（n11）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）

長期化傾向
にある

短期化傾向
にある

特に変化は
ない

7.8

7.3

40.0

20.0

33.3

25.0

36.6

25.0

45.5

40.0

50.0

60.0

60.0

58.8

75.0

56.1

75.0

60.0

100.0

54.5

60.0

50.0

20.0

40.0

凡例

全体（n51）

200頭未満・計（n8）

200頭以上・計（n41）

100頭未満（n8）

100～200頭未満（n0）

200～300頭未満（n5）

300～500頭未満（n6）

500～1,000頭未満（n11）

1,000～1,500頭未満（n5）

1,500～2,000頭未満（n4）

2,000～3,000頭未満（n5）

3,000頭以上（n5）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）



 32 

 

（５）年間の副産物の状況 

■きゅう肥の販売数量は、全体では 1963.7トン、200頭以上の経営体では 2485.0トンとなっている

（表10）。 

■きゅう肥の売上は、全体では511万円、200頭以上の経営体では623万円となっている。 

■その他の副産物については、全体では212万円となっている。 

 

きゅう肥の
販売数量
（トン）

きゅう肥の
売上

（万円）

その他
（万円）

全体 1963.7 511.3 212.0

200頭未満・計 347.5 72.5 15.0

200頭以上・計 2485.0 622.9 310.5

100頭未満 310.6 83.1 －

100～200頭未満 433.3 53.2 15.0

200～300頭未満 369.7 96.1 －

300～500頭未満 1258.3 205.3 －

500～1,000頭未満 1030.4 236.2 －

1.000～1,500頭未満 904.0 178.8 －

1,500～2,000頭未満 3512.5 492.5 321.0

2,000～3,000頭未満 2437.5 1063.6 －

3,000頭以上 11223.8 2871.3 300.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

 

 

（６）市場出荷、相対取引の状況 

■市場出荷の割合について見ると、「10割」との回答が最も多く、全体では 52％、200頭以上の経営

体では42％を占めている（図

28）。 

 

 

表 10 副産物の状況 

図 28 市場出荷の割合 

回答数

１割 ２割 ３割 ４割 ５割 ６割 ７割 ８割 ９割 10割 無し

全体 208 8.7 1.4 3.4 0.5 1.9 0.0 1.4 2.4 3.4 51.9 25.0

200頭未満・計 60 11.7 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 5.0 3.3 68.3 8.3

200頭以上・計 137 7.3 2.2 5.1 0.7 0.7 0.0 2.2 1.5 3.6 42.3 34.3

100頭未満 41 12.2 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 7.3 2.4 70.7 4.9

100～200頭未満 19 10.5 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 5.3 63.2 15.8

200～300頭未満 28 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 7.1 42.9 42.9

300～500頭未満 32 6.3 3.1 6.3 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 3.1 46.9 31.3

500～1,000頭未満 29 13.8 0.0 6.9 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 48.3 24.1

1.000～1,500頭未満 14 7.1 7.1 14.3 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 21.4

1,500～2,000頭未満 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 57.1 28.6

2,000～3,000頭未満 11 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2 27.3 54.5

3,000頭以上 16 18.8 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0 25.0 43.8

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

8.7

1.4
3.4 0.5 1.9 0.0 1.4

2.4 3.4

51.9

25.0

7.3

2.2
5.1

0.7
0.7 0.0

2.2
1.5

3.6

42.3

34.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

全体 肥育牛200頭以上（％）
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■相対取引の割合について見る

と、「無し」との回答が多く、

全体では49％、200頭以上の

経営体では 40％を占めてい

る。しかし、「10 割」との回

答も、全体では28％、200頭

以上の経営体では 36％とな

っている。（図29） 

■相対取引の取引先は、大半が  

「法人」であり、全体では 

86％を占めている（図30）。 

■相対取引の取引先の地域は、  

県内が多く、全体では「全て県内」（51％）、「県内が多い」（15％）となっている（図31）。

回答数

１割 ２割 ３割 ４割 ５割 ６割 ７割 ８割 ９割 10割 無し

全体 199 3.0 2.5 1.5 0.0 2.0 0.5 3.0 2.0 8.5 28.1 48.7

200頭未満・計 54 1.9 5.6 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 66.7

200頭以上・計 135 3.7 1.5 2.2 0.0 0.7 0.7 4.4 3.0 7.4 36.3 40.0

100頭未満 35 0.0 8.6 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 11.4 8.6 68.6

100～200頭未満 19 5.3 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 10.5 15.8 63.2

200～300頭未満 25 8.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 48.0 36.0

300～500頭未満 33 3.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 3.0 6.1 6.1 33.3 45.5

500～1,000頭未満 29 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4 6.9 0.0 13.8 24.1 48.3

1.000～1,500頭未満 13 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 15.4 7.7 7.7 23.1 38.5

1,500～2,000頭未満 7 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 57.1

2,000～3,000頭未満 12 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 58.3 25.0

3,000頭以上 16 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 18.8 43.8 25.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

3.0 2.5
1.5 0.0 2.0 0.5

3.0
2.0

8.5

28.1

48.7

3.7

1.5 2.2
0.0

0.7 0.7
4.4 3.0 7.4

36.3
40.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

図 2 9  相対取引の割合 

回答数

個人 法人 家畜商 その他

全体 97 10.3 85.6 8.2 15.5

200頭未満・計 16 12.5 75.0 18.8 31.3

200頭以上・計 78 10.3 88.5 5.1 12.8

100頭未満 10 10.0 80.0 20.0 30.0

100～200頭未満 6 16.7 66.7 16.7 33.3

200～300頭未満 16 12.5 93.8 0.0 18.8

300～500頭未満 17 5.9 82.4 11.8 17.6

500～1,000頭未満 14 21.4 85.7 0.0 14.3

1.000～1,500頭未満 7 0.0 100.0 0.0 0.0

1,500～2,000頭未満 3 0.0 100.0 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 9 0.0 77.8 11.1 11.1

3,000頭以上 12 16.7 91.7 8.3 8.3

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

10.3

85.6

8.2

15.5
10.3

88.5

5.1
12.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

図 30 相対取引の取引先 

回答数

全て県内
県内が
多い

全て県外
県外が
多い

県内・
県外で
同程度

全体 98 51.0 15.3 15.3 10.2 8.2

200頭未満・計 17 58.8 11.8 11.8 5.9 11.8

200頭以上・計 78 48.7 16.7 15.4 11.5 7.7

100頭未満 10 40.0 20.0 20.0 10.0 10.0

100～200頭未満 7 85.7 0.0 0.0 0.0 14.3

200～300頭未満 16 62.5 18.8 12.5 6.3 0.0

300～500頭未満 17 47.1 41.2 11.8 0.0 0.0

500～1,000頭未満 15 60.0 6.7 20.0 0.0 13.3

1.000～1,500頭未満 7 28.6 14.3 28.6 14.3 14.3

1,500～2,000頭未満 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 9 22.2 0.0 0.0 55.6 22.2

3,000頭以上 12 41.7 8.3 25.0 16.7 8.3

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

51.0

15.3 15.3
10.2

8.2

48.7

16.7 15.4
11.5 7.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

図 31 相対取引の取引先の地域 
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５ 繁殖雌牛の種付状況 

 ■黒毛和種の受胎率は、全体では「人工授精」76％、「受精卵移植」66％、「自然交配」75％、交雑種

は「人工授精」70％、「受精卵移植」80％、乳用種は「人工授精」48％、「受精卵移植」54％となっ

ている（表11）。 

  

受
胎
し
た
頭
数
（

頭
）

受
胎
率
（

％
）

精
液
及
び
受
精
卵
の

外
部
購
入
割
合
（

％
）

１
回
当
た
り
の
精
液
代
・

受
精
卵
代
（

円
／
頭
）

１
回
当
た
り
の

技
術
料
（

円
／
頭
）

受
胎
し
た
頭
数
（

頭
）

受
胎
率
（

％
）

精
液
及
び
受
精
卵
の

外
部
購
入
割
合
（

％
）

１
回
当
た
り
の
精
液
代
・

受
精
卵
代
（

円
／
頭
）

１
回
当
た
り
の

技
術
料
（

円
／
頭
）

受
胎
し
た
頭
数
（

頭
）

受
胎
率
（

％
）

全体 92 76.3 95.4 6,473 7,258 4 65.9 100.0 11,600 11,000 43 75.2

～50頭未満 21 79.7 97.1 8,308 9,373 3 66.6 100.0 17,500 11,667 － －

50～100頭未満 56 80.4 93.6 4,004 4,790 4 76.7 100.0 7,667 11,250 50 70.0

100頭以上 212 68.3 94.7 6,245 5,685 6 48.0 － － 8,000 42 76.5

全体 5 70.0 90.0 35,000 5,985 386 80.0 83.3 22,940 12,500 － －

～50頭未満 5 70.0 90.0 35,000 5,985 13 82.0 75.0 21,667 13,333 － －

50～100頭未満 － － － － － 70 100.0 100.0 25,000 10,000 － －

100頭以上 － － － － － 2,935 50.0 － 24,700 － － －

全体 142 48.0 100.0 2,675 4,489 61 54.2 100.0 26,000 10,417 － －

～50頭未満 15 51.0 100.0 1,250 10,920 － － － － － － －

50～100頭未満 60 40.0 100.0 4,000 3,500 5 40.0 100.0 － 6,000 － －

100頭以上 209 48.3 100.0 2,688 3,400 73 57.0 100.0 26,000 11,300 － －

①人工授精 ②受精卵移植

黒
毛
和
種

繁
殖
雌
牛
・

飼
養
規
模
別

③自然交配

交
雑
種

繁
殖
雌
牛
・

飼
養
規
模
別

乳
用
種

繁
殖
雌
牛
・

飼
養
規
模
別

 

 

６ 飼料の給与状況 

■飼料給与状況について見ると、全体では、「稲わら」、「成畜用配合飼料」、「ふすま」、「とうもろこし」、

「大麦」、「イタリアングラス」、「ビールかす」、「大豆油かす」が上位となった（図32）。「飼料米」

を使用していると回答した経営体は、全体で８％程度であり、飼養頭数規模別で見ると、1,500～

2,000頭未満、3,000頭以上の規模の大きな経営体では12～14％が使用している。 

 

表 11 繁殖雌牛の種付状況 
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回答数

稲
わ
ら

成
畜
用
配
合
飼
料

ふ
す
ま

と
う
も
ろ
こ
し

大
麦

い
ね
科
・
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス

ビ
ー

ル
か
す

大
豆
油
か
す

大
豆

そ
の
他
の
い
ね
科

（

乾
牧
草
）

子
畜
用
配
合
飼
料

ま
め
科
・
ヘ
イ
キ
ュ
ー

ブ

（

乾
牧
草
）

米
・
麦
の
ぬ
か

カ
ル
シ
ウ
ム
類

と
う
ふ
か
す

人
工
乳

そ
の
他
の
麦

稲
発
酵
粗
飼
料

（

サ
イ
レ
ー

ジ
）

飼
料
米

ビ
ー

ト
パ
ル
プ

そ
の
他
の
ま
め
科

（

乾
牧
草
）

い
ね
科
（

サ
イ
レ
ー

ジ
）

い
ね
科
（

生
牧
草
）

脱
脂
乳

ま
め
科
（

生
牧
草
）

い
も
・
野
菜
類

ま
め
科
（

サ
イ
レ
ー

ジ
）

全体 208 68.8 62.5 49.5 47.1 42.3 36.1 34.1 30.8 27.4 26.4 26.0 19.7 19.2 18.3 15.4 14.4 13.9 11.1 7.7 7.2 6.7 6.7 5.8 4.3 1.9 0.5 0.5

200頭未満・計 61 80.3 62.3 49.2 42.6 39.3 24.6 23.0 27.9 31.1 31.1 31.1 21.3 19.7 24.6 13.1 18.0 14.8 16.4 6.6 4.9 6.6 4.9 4.9 4.9 0.0 0.0 0.0

200頭以上・計 143 63.6 62.9 49.7 49.0 43.4 41.3 39.2 32.2 25.9 24.5 23.8 19.6 18.9 16.1 16.1 12.6 14.0 8.4 8.4 8.4 7.0 7.7 6.3 4.2 2.8 0.7 0.7

100頭未満 39 79.5 56.4 46.2 38.5 38.5 28.2 12.8 23.1 23.1 33.3 25.6 12.8 12.8 20.5 12.8 15.4 15.4 17.9 7.7 7.7 2.6 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0

100～200頭未満 22 81.8 72.7 54.5 50.0 40.9 18.2 40.9 36.4 45.5 27.3 40.9 36.4 31.8 31.8 13.6 22.7 13.6 13.6 4.5 0.0 13.6 9.1 13.6 9.1 0.0 0.0 0.0

200～300頭未満 28 64.3 67.9 53.6 53.6 50.0 21.4 46.4 46.4 35.7 17.9 21.4 10.7 21.4 17.9 7.1 10.7 10.7 3.6 7.1 10.7 3.6 0.0 7.1 0.0 3.6 0.0 0.0

300～500頭未満 33 72.7 81.8 39.4 33.3 39.4 36.4 24.2 24.2 18.2 27.3 30.3 18.2 12.1 21.2 18.2 6.1 12.1 6.1 6.1 12.1 9.1 9.1 6.1 3.0 3.0 3.0 0.0

500～1,000頭未満 32 71.9 46.9 59.4 53.1 46.9 43.8 34.4 31.3 25.0 15.6 18.8 21.9 18.8 15.6 21.9 12.5 12.5 12.5 9.4 6.3 15.6 9.4 12.5 6.3 6.3 0.0 3.1

1,000～1,500頭未満 14 57.1 57.1 42.9 57.1 50.0 64.3 64.3 28.6 21.4 14.3 21.4 14.3 28.6 21.4 35.7 14.3 7.1 7.1 7.1 0.0 0.0 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0

1,500～2,000頭未満 7 42.9 85.7 57.1 57.1 57.1 28.6 28.6 57.1 28.6 57.1 14.3 57.1 28.6 14.3 0.0 14.3 28.6 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 13 46.2 53.8 30.8 38.5 30.8 53.8 23.1 7.7 23.1 30.8 23.1 23.1 15.4 7.7 15.4 23.1 15.4 23.1 7.7 7.7 0.0 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0

3,000頭以上 16 56.3 50.0 62.5 62.5 31.3 56.3 62.5 37.5 31.3 37.5 31.3 18.8 18.8 6.3 6.3 18.8 25.0 6.3 12.5 6.3 6.3 6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

全体 200頭以上・計（％）

 

 

７ 敷料の使用状況 

■敷料の使用状況は、「おが粉」の使用率が圧倒的に高く、全体で88％となり、次いで、「もみ殻」29％、

「稲わら」９％となっている（図33）。 

 

回答数

おが粉 もみ殻 稲わら 麦わら
古紙・
段ボール

その他

全体 210 87.6 29.0 9.0 3.3 0.5 17.1

200頭未満・計 60 83.3 38.3 18.3 3.3 0.0 16.7

200頭以上・計 145 90.3 25.5 4.8 3.4 0.7 17.2

100頭未満 37 78.4 48.6 21.6 0.0 0.0 10.8

100～200頭未満 23 91.3 21.7 13.0 8.7 0.0 26.1

200～300頭未満 28 85.7 10.7 10.7 0.0 0.0 21.4

300～500頭未満 35 91.4 40.0 5.7 5.7 2.9 5.7

500～1,000頭未満 32 90.6 31.3 3.1 3.1 0.0 25.0

1,000～1,500頭未満 14 100.0 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0

1,500～2,000頭未満 7 100.0 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 13 92.3 15.4 0.0 0.0 0.0 15.4

3,000頭以上 16 81.3 25.0 0.0 6.3 0.0 43.8

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

87.6

29.0

9.0 3.3 0.5

17.1

90.3

25.5

4.8 3.4 0.7

17.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

図 32 飼料の給与状況（複数回答） 

図 33 敷料の使用状況（複数回答） 
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８ 経営に関する取り組み 

（１）現在抱えている経営の課題 

■肉用牛経営にあたって、現在抱えている経営上の課題としては、「生産コストの低減」とする回答

が最も多く、全体で 72％、200頭以上で 80％となった。その他、「資金繰り」、「施設の更新・拡

大」、「衛生管理」、「販売先の開拓」などの回答が多かった（図34）。 

 

回答数

生産コスト
の低減

資金繰り
施設の

更新・拡大
衛生管理

販売先の
開拓

後継者問題
人件費の
削減

技術成績
が悪い

その他

全体 223 72.2 42.2 26.9 26.5 16.1 15.2 14.8 14.8 7.6

200頭未満・計 66 63.6 43.9 19.7 25.8 12.1 24.2 10.6 22.7 9.1

200頭以上・計 136 80.1 42.6 29.4 29.4 18.4 11.0 17.6 11.0 5.1

100頭未満 43 60.5 41.9 25.6 18.6 14.0 16.3 9.3 25.6 11.6

100～200頭未満 23 69.6 47.8 8.7 39.1 8.7 39.1 13.0 17.4 4.3

200～300頭未満 28 64.3 35.7 25.0 32.1 14.3 25.0 10.7 10.7 14.3

300～500頭未満 34 88.2 44.1 38.2 23.5 26.5 5.9 17.6 14.7 2.9

500～1,000頭未満 28 67.9 53.6 28.6 32.1 25.0 0.0 39.3 7.1 3.6

1,000～1,500頭未満 13 92.3 30.8 23.1 38.5 7.7 7.7 7.7 15.4 0.0

1,500～2,000頭未満 7 100.0 57.1 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 12 83.3 33.3 25.0 16.7 0.0 25.0 8.3 25.0 8.3

3,000頭以上 14 92.9 42.9 35.7 42.9 21.4 7.1 7.1 0.0 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

72.2

42.2

26.9 26.5

16.1 15.2 14.8 14.8
7.6

80.1

42.6

29.4 29.4

18.4
11.0

17.6
11.0

5.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

 

■経営に関する取り組みとしては、全体的には「低コストでの飼料調達に努めている」、「もと畜を

低コストで導入する」、「低コストでの敷料調達に努めている」、「自給飼料生産に取り組む」とい

った、コスト低減に向けた努力が行なわれている。なかでも、200 頭以上では、特に「低コスト

での飼料調達（66％）」に対する取り組みを積極的に推進していることがうかがえる（図35）。 

■3,000頭以上の経営体では、上記の取り組みに加えて、「機械化」、「作業の内製化」、「自社ブラン

ドの確立」、「一貫経営」、「乳肉複合経営」など、さまざまな取り組みを行うことで効率化・安定

化を図っている。 

図 34 現在抱えている経営の課題（複数回答） 
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（２）情報化への関心度 

■作業の効率化、品質向

上、後継者問題等への

対応策の一つである牧

場経営の情報化につい

ては、全体で49％が関

心あり（非常に関心が

ある・やや関心がある）

と回答した（図36）。 

 

 

 

 

 

 

図 35 経営に関する取組内容（複数回答） 

図 36 情報化への関心度 

回答数

低コス
トでの
飼料調
達に努
めてい
る

もと畜
を低コ
ストで
導入す
る

低コス
トでの
敷料の
調達に
努めて
いる

自給飼
料生産
に取り
組む

機械化
を積極
的に進
めてい
る

様々な
作業を
外注せ
ずに、
内製化
してい
る

自社ブ
ランド
を確立
し、出
荷金額
を高め
ている

黒毛和
種の一
貫経営
を進め
ている

人件費
を削減
してい
る

肉販売
店まで
経営
し、枝
肉の価
格安定
化を図
る

乳肉の
複合
経営を
進めて
いる

堆肥を
HC等へ
商品と
して
販売

飼料の
給与量
を減ら
す

その他

全体 223 58.7 39.9 39.5 30.9 28.3 28.3 26.0 21.1 13.5 7.6 5.4 4.9 1.3 7.2

200頭未満・計 65 49.2 38.5 38.5 36.9 20.0 24.6 16.9 29.2 16.9 4.6 4.6 1.5 3.1 13.8

200頭以上・計 139 65.5 43.2 40.3 25.2 32.4 30.2 32.4 19.4 11.5 10.1 5.8 7.2 0.7 3.6

100頭未満 43 48.8 34.9 37.2 41.9 18.6 27.9 16.3 27.9 14.0 4.7 7.0 2.3 2.3 16.3

100～200頭未満 22 50.0 45.5 40.9 27.3 22.7 18.2 18.2 31.8 22.7 4.5 0.0 0.0 4.5 9.1

200～300頭未満 29 51.7 37.9 34.5 17.2 13.8 27.6 55.2 24.1 10.3 17.2 0.0 0.0 0.0 3.4

300～500頭未満 34 73.5 47.1 35.3 17.6 29.4 38.2 17.6 14.7 8.8 5.9 0.0 5.9 2.9 5.9

500～1,000頭未満 28 67.9 35.7 46.4 46.4 28.6 42.9 25.0 14.3 25.0 0.0 10.7 3.6 0.0 3.6

1,000～1,500頭未満 13 61.5 76.9 15.4 46.2 30.8 15.4 23.1 15.4 15.4 23.1 0.0 7.7 0.0 0.0

1,500～2,000頭未満 7 57.1 57.1 14.3 0.0 28.6 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 13 53.8 30.8 61.5 23.1 61.5 7.7 15.4 23.1 7.7 15.4 0.0 15.4 0.0 7.7

3,000頭以上 15 86.7 33.3 66.7 13.3 60.0 40.0 66.7 33.3 0.0 13.3 33.3 26.7 0.0 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

58.7

39.9 39.5
30.9 28.3

28.3
26.0

21.1

13.5
7.6

5.4
4.9

1.3
7.2

65.5

43.2
40.3

25.2
32.4 30.2

32.4

19.4

11.5 10.1
5.8 7.2

0.7
3.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

非常に関心
がある

やや関心が
ある

どちらとも
言えない

関心はない

49.0

44.2

53.9

43.1

46.2

50.0

55.6

58.8

37.5

42.9

57.1

64.7

関心ある
・計

15.2

14.3

16.2

9.8

23.1

10.0

16.7

26.5

12.5

21.4

11.8

33.9

29.9

37.7

33.3

23.1

40.0

38.9

32.4

25.0

42.9

35.7

52.9

39.3

41.6

37.0

43.1

38.5

40.0

33.3

38.2

50.0

28.6

35.7

29.4

11.7

14.3

9.1

13.7

15.4

10.0

11.1

2.9

12.5

28.6

7.1

5.9

凡例

全体（n257）

200頭未満・計（n77）

200頭以上・計（n154）

100頭未満（n51）

100～200頭未満（n26）

200～300頭未満（n30）

300～500頭未満（n36）

500～1,000頭未満（n34）

1,000～1,500頭未満（n16）

1,500～2,000頭未満（n7）

2,000～3,000頭未満（n14）

3,000頭以上（n17）

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

（％）
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■情報化を進めたい業務については、全体では「飼料給与管理」（47％）、「成績評価の管理」（47％）、

「生産原価管理、損益管理」（45％）、「疾病管理、治療情報」（34％）、「繁殖情報の管理」（31％）な

ど、飼養作業・経営の両面での活用を促進したいとの意向が強かった（図37）。 

 

回答数

飼料
給与
管理

成績
評価の
管理

生産
原価
管理、
損益
管理

疾病
管理
（ワク
チン
接種や
治療
情報
等）

繁殖
雌牛の
繁殖
情報の
管理

作業
予定の
管理

発情、
分娩日
予測

牛の
農家
間移動
や、
事故死
等の
情報
管理

害獣や
鳥害の
防止

体型や
体重の
管理

給与
計算、
人事
評価

人材
教育

その他

全体 126 46.8 46.8 45.2 34.1 31.0 23.8 23.8 23.0 15.9 14.3 11.1 10.3 4.0

200頭未満・計 34 44.1 61.8 47.1 32.4 41.2 14.7 38.2 29.4 17.6 26.5 5.9 2.9 0.0

200頭以上・計 83 51.8 44.6 45.8 38.6 26.5 27.7 14.5 20.5 15.7 10.8 13.3 14.5 6.0

100頭未満 22 40.9 50.0 40.9 27.3 45.5 9.1 36.4 22.7 13.6 31.8 4.5 4.5 0.0

100～200頭未満 12 50.0 83.3 58.3 41.7 33.3 25.0 41.7 41.7 25.0 16.7 8.3 0.0 0.0

200～300頭未満 15 26.7 46.7 13.3 33.3 33.3 13.3 6.7 6.7 26.7 13.3 0.0 6.7 20.0

300～500頭未満 20 60.0 50.0 45.0 30.0 30.0 25.0 20.0 20.0 15.0 5.0 10.0 10.0 0.0

500～1,000頭未満 20 50.0 30.0 60.0 40.0 25.0 30.0 30.0 20.0 20.0 5.0 15.0 25.0 0.0

1,000～1,500頭未満 6 50.0 50.0 16.7 33.3 33.3 50.0 0.0 33.3 16.7 16.7 33.3 33.3 0.0

1,500～2,000頭未満 3 100.0 33.3 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2,000～3,000頭未満 8 50.0 37.5 62.5 50.0 0.0 12.5 0.0 37.5 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5

3,000頭以上 11 63.6 63.6 63.6 54.5 27.3 54.5 9.1 27.3 0.0 27.3 27.3 9.1 9.1

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

46.8 46.8
45.2

34.1 31.0

23.8
23.8 23.0

15.9 14.3
11.1 10.3

4.0

51.8
44.6 45.8

38.6

26.5 27.7

14.5
20.5

15.7
10.8 13.3 14.5

6.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

全体 肥育牛200頭以上（％）

 

 

（３）今後３年間の経営展開の方向性 

 ■今後３年間の経営展開については、「現状維持」が最も多く、全体では38％、200頭以上の経営体

では 46％を占める。一方で、「肉用牛（肥育・育成・繁殖）の規模拡大」が全体で 40％、200頭

以上の経営体でも34％を占めており、肉牛の販売価格が好転しつつある状況にあって、経営意欲

のある経営体が多く見られる。また、「黒毛和種の一貫経営を進める」は 15％となっている（図

38）。 

 

 

図 37 情報化を進めたい業務（複数回答） 
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■拡大意向のある経営体の規模感は、現状の1.7～２倍程度であった（表12）。200頭以上の経営体

では、肥育・育成・繁殖のいずれも1.7倍程度の規模拡大意向を持っている。 

 

（倍）

全体 1.8 1.7 2.0

200頭未満・計 2.2 1.8 2.4

200頭以上・計 1.7 1.7 1.7

100頭未満 2.4 1.9 2.5

100～200頭未満 2.0 1.8 2.3

200～300頭未満 1.8 2.0 2.2

300～500頭未満 1.9 2.0 1.6

500～1,000頭未満 1.6 1.7 1.6

1,000～1,500頭未満 1.5 － 2.0

1,500～2,000頭未満 － － －

2,000～3,000頭未満 1.5 1.5 －

3,000頭以上 1.4 － 1.4

肉用牛（繁殖）の
規模拡大

肉用牛（肥育）の
規模拡大

肉用牛（育成）の
規模拡大

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

 

図 38 今後３年間の経営展開の方向性 

表 12 拡大意向のある経営体の規模感 

回答数

肉用牛
(肥育)
の規模
を拡大
したい

肉用牛
(育成)
の規模
を拡大
したい

肉用牛
(繁殖)
の規模
を拡大
したい

黒毛
和種の
一貫
経営を
進める

乳肉複
合経営
を進め
る

経営の
多角化
を図る

他の業
種・業
態へ経
営転換
を図る

現状
維持

経営
規模の
縮小

現状で
は分か
らない

その他

全体 257 20.6 6.2 13.6 14.8 3.1 2.7 1.9 38.1 3.9 23.0 4.3

200頭未満・計 77 22.1 10.4 19.5 18.2 2.6 3.9 1.3 31.2 5.2 28.6 5.2

200頭以上・計 154 21.4 3.9 8.4 14.3 3.9 1.9 1.3 46.1 2.6 19.5 3.9

100頭未満 51 15.7 9.8 19.6 19.6 3.9 5.9 2.0 23.5 5.9 25.5 5.9

100～200頭未満 26 34.6 11.5 19.2 15.4 0.0 0.0 0.0 46.2 3.8 34.6 3.8

200～300頭未満 30 20.0 3.3 10.0 16.7 0.0 3.3 3.3 56.7 6.7 10.0 6.7

300～500頭未満 36 19.4 2.8 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 61.1 2.8 13.9 0.0

500～1,000頭未満 34 20.6 5.9 8.8 11.8 5.9 2.9 0.0 29.4 0.0 32.4 5.9

1,000～1,500頭未満 16 25.0 0.0 6.3 6.3 6.3 0.0 6.3 37.5 0.0 31.3 0.0

1,500～2,000頭未満 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7 0.0 0.0 14.3

2,000～3,000頭未満 14 14.3 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 42.9 0.0 21.4 7.1

3,000頭以上 17 41.2 0.0 11.8 35.3 17.6 5.9 0.0 23.5 5.9 17.6 0.0

肥
育
牛
・
飼
養
規
模
別

20.6

6.2

13.6 14.8

3.1 2.7 1.9

38.1

3.9

23.0

4.3

21.4

3.9
8.4

14.3

3.9
1.9 1.3

46.1

2.6

19.5

3.9

0.0

20.0

40.0

60.0

全体 肥育牛200頭以上（％）
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Ⅱ 現地調査 
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１．６次産業化で収益安定を目指す黒毛和種肥育経営（山形県・Ａ牧場） 

 

秋田県立大学 鵜川洋樹 

１ はじめに 

 平成25年から参画したTPPなどの経済連携交渉では、牛肉の関税撤廃が取り上げられ、牛肉輸入量

の一層の増加が危惧されている。また、肉用牛生産をめぐる経営環境では、牛枝肉価格は原発事故後

の平成23年後半以降は上昇傾向で推移しているが、異次元の金融緩和などによる円安や穀物相場高騰

の影響で輸入飼料高が進むとともに、子牛出荷頭数の減少により肥育もと畜である子牛価格が高騰す

るなど、肥育経営は費用の面で厳しい状況が続いている。こうした収益不安定化の対策として、肉用

牛経営ではレストランや牛肉の小売り（直接販売）などを展開することにより販路を確保し、収益の

安定化を目指す取り組みが行われてきた。酪農や肉用牛生産には、行政が提唱する６次産業化を先取

りする形で、牛乳や牛肉に付加価値を付ける加工・製造や直接販売が行われてきた長い歴史がある。

ここでは、経営内に焼肉店部門を有する黒毛和種めす肥育経営であるＡ牧場の取り組みと経営実態を

紹介する。 

 

２ 経営概況 

 Ａ牧場は黒毛和種の

めす肥育を行う肉用牛

経営で、山形県村山地

域の水田地帯に位置し

ている。平成17年に有

限会社として設立され、

肥育牛と水稲の生産を

行い、経営内に焼肉店

部門を持っている（表

１）。労働力については、

役員は非常勤で、正社

員は９名と多いが、う

ち７名は焼肉店との兼

表１　経営概況（平成25年）

企業形態（設立年） 　有限会社（平成17年）＜農業生産法人＞

販売品目 　肥育牛、米、焼肉店

施設用地   0.2ha

経営耕地 　田（水稲）6.2ha、畑0.2ha、牧草地0.8ha

役員 　オーナー（ホテル社長）、社長

正社員
　9名（うち7名焼肉兼務、1名焼肉専門）
　  飼料給与：4名、ふん尿処理：1名、
　  牛舎掃除と観察：2～3名、会計：ホテル社員

非正社員 　常雇2名

牛舎 肥育牛 　2棟（2～3頭のマス飼い、移動しない）

売上高 　1億8千万円（うち肉用牛部門1億円）＋東電補償

グループ会社

１）温泉ホテル（客室数99室、最大350名収容）
　・A牧場生産の山形牛がセールスポイント
　・A牧場生産の米も提供
２）介護施設、バス、タクシー、船下り

  （平24.3）　 　(平25.3）   　（平25.11）

  250頭 → 260頭 → 増頭中

労働力

土地

飼養頭数
黒毛和種
めす肥育牛
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写真１ 300頭牛舎の中央通路 

務１名は焼肉店専任で、３名が女性である。正社員の業務分担は飼料給与が４名、ふん尿処理が１名、

牛舎掃除と観察が２～３名であり、経理は後述するグループ会社であるホテルの社員が担当している。

経営耕地は田6.2ha（主食用米3.2ha、飼料用米3ha）、牧草地が0.8haで、施設用地が0.2haである。

牛舎は２棟あり、２～３頭の牛房（マス）飼いで、基本的には導入から出荷まで同じ牛房で飼養され

る。常時飼養頭数（平成25年３月）は、黒毛和種めす肥育牛が260頭で、徐々に増加している。牛舎

の最大収容頭数は２棟で340頭であるが、飼養密度と肥育成績との関連で現在の頭数になっている。

この後も 40～50頭程度の増頭は可能であるが、エサ高と子牛高の影響を受けざるを得ない。平成 24

年の売上高は１億８千万円で、うち肉用牛部門が１億円、焼肉店部門が８千万円である。なお、この

中には肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン）の補てん金は含まれているが、放射能の風評

被害に対する東電の補償金は含まれていない。 

なお、Ａ牧場にはグループ会社として温泉ホテル（350名宿泊）や介護施設（50名収容）、バス、タ

クシー、船下りの会社がある。このうち、温泉ホテルはＡ牧場産の山形牛をセールスポイントにした

宿泊プランを前面に出して営業するなど、Ａ牧場の牛肉の販路として重要である。また、介護施設で

もＡ牧場産の牛肉を提供している。なお、焼肉店や温泉ホテルではＡ牧場で生産された米も使用して

いる。 

 

３ これまでの経営展開 

Ａ牧場は、現在の温泉ホテルの社長が平成

17年に設立したものであるが、その経営展開

は家畜商を営んでいた社長が結婚式場を開業

した昭和59年に遡ることができる（表２）。

当時は結婚式場のブームで、そこでの牛肉料

理が好評で、その後、平成元年に温泉ホテル

事業に参入、平成12年に焼肉店を開業してい

る。そして、元々肉用牛経営をやってみたい

という思いのあった社長が、この焼肉店や温

泉ホテルに供給するために牧場を設立するこ

とになり、それまで個人で営農してきた水稲

作を同じ経営に組み入れて、現在のＡ牧場が

できあがった。既述のように、牛舎は２棟（300

昭和59年 結婚式場を開業

平成元年 ホテル事業に参入

平成12年 焼肉店開業

平成17年 A牧場設立

表２　経営展開

A牧場の会長（ホテルの社長）：家畜商を経営
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頭規模と40頭規模）で、うち300頭牛舎（100マス）は新築で建設費用は約2,000万円、40頭牛舎は

元豚舎を改修して利用している。他に、飼養管理用機械（ミキサーやミニキャット）、堆肥散布や稲わ

ら収集用機械（マニュアスプレッダ、ロールベーラ、ダンプ）、稲作用機械などがあり、土地を含めた

総投資額は6,000万円で10年返済の資金（国民金融公庫）を利用している。その他に子牛（100頭）

の導入資金に5,000万円程度を要し、これはホテル社長の個人融資になっている。 

 肥育牛の畜種は当初から黒毛和種めす牛である。それは、出荷牛を「山形牛」のブランドで販売す

るためであり、実際の市場では牧場名で取引されている。なお、山形県の食肉市場ではめす、去勢と

もにＡ３以上の格付けの枝肉が「山形牛」として取引されるが、Ａ牧場では牧場名ブランドのために

めす牛を肥育している。 

 このように、Ａ牧場は家畜商であった経営者が、ホテルや焼肉店に牛肉を供給するために肉用牛経

営を始めたことが特徴である。Ａ牧場では「山形牛」ブランド肉の生産が前提とされ、ホテルや焼肉

店ではＡ牧場（自家牧場）産の牛肉を大きなセールスポイントに営業している。 

 

 

４ 肉用牛生産の資源調達 

 肉用牛経営の持続的な発展のためには、肉用牛生産に不可欠な資源である飼料、敷料、肥育もと畜

を安定的に調達することが必要であり、同時にふん尿（堆肥）を環境に排出しないことが求められる。 

  

（１）飼料・敷料 

Ａ牧場で使用される粗飼料は稲わらと輸入ストローである（表３）。稲わらは自家産と堆肥交換で

7.2ha分を自ら収集し、宮城県産を13ha分購入している。今後、堆肥舎が完成すれば、堆肥交換を増

写真２ マス（牛房）飼いされる肥育牛 
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やす計画である。輸入ストローは

子牛に給与している。濃厚飼料は

JA から配合飼料を購入している

他に、飼料用米を15％（1kg/頭・

日）添加している。この飼料用米

は「ふっくらライス」という商品

で業者に加工を委託している。飼料用米の原料（玄米）は自家産が18トン、購入が25トンで、購入

単価は20トン分が15円/kg、５トン分が10円/kgであった。また、この加工には25円/kg程度の費

用がかかるが、この飼料用米の給与により、脂質が改善、融点が低くなる、軟らかくなる、味がある

などの効果を実感している。なお、飼料用米の20％程度は自家粉砕して給与している。また、敷料に

はおが粉ともみ殻を使用しているが、両方とも地元の製材所やライスセンターから無償で入手してい

る。 

 

 （２）もと畜 

 肥育もと畜（めす子牛）は県内外の家畜市場から購入している。なかでも秋田県の市場から多くを

調達している。平成24年度の導入頭数は115頭で、導入時の月齢は10カ月、体重は270kg、平成24

年度出荷牛のもと畜導入時の１頭あたり価格は383千円であった。肥育もと畜の選定ポイントは発育

（増体）と価格である。 

 

 （３）堆肥 

 肥育牛のふん尿は全て堆肥処理されている。

牛舎の床面が緩やかな傾斜になっており、ふ

ん尿は自然に移動してバーンクリーナーが設

置してある溝に落下し、バーンクリーナーで

牛舎外に搬出される。ふん尿は堆肥盤で処理

される。できあがった堆肥は自家水田への散

布や稲わらとの交換に利用され、一部は販売

されている。 

 

 
写真３ ふん尿溝とバーンクリーナー 

素牛 黒毛和種 　秋田県などの市場（雌子牛115頭/年）

粗飼料
　稲わら（自家産6.2ha、堆肥交換1ha、宮城県から
購入13ha）、　輸入ストロー（子牛用）

濃厚飼料 　配合飼料（JA）、飼料用米（ふっくらライス）

おが粉 　周辺の製材所（無償）

もみ殻 　地元のライスセンター（無償）

飼料

敷料

表３　肉用牛生産の資源調達先
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５ 肉用牛の生産と販売 

 （１）飼養管理と販売 

肥育牛の飼養管理は「山形牛」ブランド

に求められる「1,000 日肥育」を目途に、

出荷月齢33カ月、出荷体重700kgを肥育目

標としている（表４）。Ａ牧場の肥育成績を

去勢若齢肥育の全国平均と比較すると、出

荷月齢が４カ月長く、出荷体重は56kg小さ

く、肥育期間中の日増体量も0.15kg小さい。

これはめすと去勢の違いが表れている。一

方、枝肉の格付けはＡ４以上率が40％とめ

す和牛の全国平均程度であるが、Ａ３率が

60％と高く、Ａ２以下がほとんどない。そ

の結果、Ａ牧場の枝肉単価は1,850円/kgと全国平均に比べ400円/kg程度高くなっている。 

肥育牛の出荷先は山形食肉市場であるが、Ａ牧場から出荷される肥育牛の半数程度は焼肉店や温泉

ホテルで使用される。このように直接利

用される肥育牛は、山形食肉市場で自家

取りされたものが多い。肉質の割に取引

価格が安いと判断された枝肉が自家取り

の対象になる。また、直接利用される肥

育牛には「1,000日肥育」が求められず、

肉質もＡ３程度で十分であることから、

30 カ月齢で出荷される肥育牛も一定程

度（１割未満）ある。 

このように、Ａ牧場は焼肉店や温泉ホ

テルのような牛肉の直接利用部門を持つ

ことにより、食肉市場における安値取引

を実質的に解消するとともに、需要に適

合した牛肉生産のために肥育期間を短縮

させることができ、大きな経済的メリッ

A牧場 全国平均

出荷頭数 * 113頭 38頭

出荷月齢 * 33カ月 29カ月

導入体重 * 270kg 289kg

出荷体重 * 700kg 756kg

日増体量 0.62kg/日 0.77kg/日

枝肉重量 ** 425kg 399kg

枝肉単価 ** 1,850円/kg 1,485円/kg

格付割合 *** A4以上 40% 43%

A3 60% 25%

A2以下 0% 32%

出荷先
焼肉店・ホテル・
山形食肉市場

　資料：  *農林水産省「肉用牛生産費」（去勢若齢肥育牛、平成24年）

           **農林水産省「食肉流通統計」（黒毛和種めす、平成24年）

          ***日本食肉格付協会HP（黒毛和種めす、平成24年）

黒毛和種

表４　肉用牛の出荷成績（平成24年）

表５　肉用牛の生産費（試算）（平成24年） （千円／頭）

肥育牛 (%) 去勢若齢 (%)

もと畜費 390 33.9 455 54.4

飼料費 416 36.1 299 35.8

敷料費 0 0.0 13 1.6

減価償却費 140 12.1 15 1.8

修繕費 45 3.9 12 1.4

診療衛生費 58 5.0 8 1.0

諸材料費 46 4.0 0 0.0

その他 35 3.1 16 1.9

租税公課 13 1.1 6 0.7

支払利子 9 0.8 12 1.4

合計 1,152 100.0 836 100.0

副産物価額 0 10

肉牛売上高 787 836

肥育差益 -365 10

A牧場

注1：後出の表６に基づき算出
注2：生産費には労働費および出荷経費、一般管理費を含まない。
資料：農林水産省「肉用牛生産費」（去勢若齢肥育牛、平成24年）

全国平均
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トを実現している。 

 

（２）生産費と肥育差益 

Ａ牧場が平成24年に出荷した全ての肥育牛の平均生産費（労働費・出荷経費・一般管理費を除く）

は１頭当たり1,152千円と試算される（表５）。そのうち飼料費が416千円で生産費の36％を占める。

次いで、もと畜費が390千円（34％）で、この２つで全体の70％になる。一方、同年次の全国平均も

去勢若齢肥育の数値になるが、生産費は１頭当たり836千円で、生産費に占める飼料費の割合は36％、

もと畜費は54％と高く、２つ合わせると90％になる。Ａ牧場の生産

費は、肥育期間が４カ月長いとはいえ、もと畜費は安いが、飼料費

が高いことが特徴と考えられる。一方、Ａ牧場の肥育牛１頭あたり

平均販売額は 787千円で肥育差益は▲365千円になる。同じく全国

平均の販売額は836千円で肥育差益は10千円であることから、１頭

あたりの経済性は低い。 

 

（３）経営収支 

 既述のように、Ａ牧場の肥育牛と焼肉店の売上高の合計は１億

8,000 万円である。一方、出荷経費や雇用労働費、一般管理費など

を加えた費用合計は1億6,000万円になり、Ａ牧場の経営収支は約

2,000万円の利益と試算される（表６）。Ａ牧場は、市場で安値取引

される肥育牛を自家取りして、直接利用するというビジネスモデル

なので、肉用牛生産部門での経済性が低いが、焼肉店部門では一定

の経済性を実現し、経営全体としては収支が均衡する水準になって

いる。なお、既述のように、この収支には放射能風評被害に関す東

電の補償金は含まれていない。 

 

６ 経営の課題と今後の展開 

 Ａ牧場の経営課題として、①生産コストの低減、②人件費の削減、③施設の更新・拡大、が挙げら

れている。その対策として、①低価格な飼料調達、②素畜を低コストで導入、③自社ブランドを確立

し出荷金額を高める、④肉販売店を経営し枝肉の価格安定を図る、とされている。このなかで、低価

格な飼料調達の具体策として堆肥・稲わら交換の拡大があり、そのために堆肥舎の建設が計画されて

費目 金額（万円）

もと畜費 4,407

飼料費 4,700

敷料費 0

減価償却費 1,580

修繕費 513

診療衛生費 653

諸材料費 515

その他 399

雇用労働費 2,657

出荷経費 128

租税公課 145

支払利子 104

支払地代 114

一般管理費 111

費用合計 16,026

肉牛売上高 10,000

焼肉店売上高 8,000

粗収益合計 18,000

収支差額 1,974

表６　A牧場の経営収支（試算）
（平成24年）



 47 

 

いる。自社ブランドの確立や肉販売店（焼肉店）は既に実現し、出荷額や価格の安定に寄与している

とともに、牧場の社員を焼肉店と兼務させることにより、人件費の削減も達成されていると考えるこ

とができる。 

今後の経営展開では、飼養頭数や肥育目標などは現状維持を基本とし、TPP 交渉の影響も和牛に関

しては大きくないと予想している。その裏付けとして、焼肉店や温泉ホテルなど、牛肉の直接利用部

門を持つことにより、市場の価格変動をヘッジできる仕組みを内部化していることがＡ牧場の強みに

なっている。 

 

７ まとめ 

 Ａ牧場は黒毛和種のめす肥育経営で、経営内に焼肉店部門を有するとともに、グループ会社である

温泉ホテルに牛肉を販売するなど、加工と直接販売による６次産業化に先進的に取り組んでいる。そ

の特徴は、①焼肉店や温泉ホテルへの牛肉供給のために肉用牛牧場が設立された、②「山形牛」のブ

ランド肉生産を基本にしている、③出荷牛の半数程度を焼肉店などで直接利用している、④そのため

に、食肉市場で安値取引される肥育牛を自家取りしている、⑤その結果、実質的に安値取引は解消し、

大きな経済的メリットを実現している、⑥焼肉店や温泉ホテルでは自家産牛肉をセールスポイントに

して営業していることである。このようにＡ牧場では、肉用牛部門と６次産業化部門が相互にメリッ

トを享受できる仕組みが構築されている。 
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２．発酵飼料による高品質牛肉で販路多角化を進める大規模肉用牛経営（沖縄県・Ｂ牧場） 

 

秋田県立大学 鵜川洋樹 

 

１ はじめに 

 沖縄県は肉用牛の生産振興地域であり、肉用種の飼養頭数は76,400頭で全国の4.3％にあたる（平

成 25年 畜産統計）。その内訳をみると、繁殖雌牛が 47,700頭と多く、これは全国の 7.7％を占め、

都道府県順位では鹿児島県、宮崎県、北海道に次いで、第４位の飼養頭数である。繁殖用雌牛以外で

は育成牛（販売用の子牛）が22,100頭であるのに対し、肥育用牛は5,910頭と少ない。肉用牛の飼養

戸数をみても、沖縄県の合計3,010戸のうち、繁殖農家が2,970戸とほとんどを占め、肥育農家は152

戸に過ぎない。このように、沖縄県の肉用牛生産は極端に繁殖部門に偏っている。これは草地などの

飼料基盤が豊富で、しかも周年放牧できるなど、繁殖経営にとって恵まれた自然条件があるからであ

る。そのため、沖縄県の子牛市場には全国から購入者が集まり、ほとんどの子牛は船便で県外に運ば

れ、沖縄県はこの運賃を助成している。 

このように圧倒的に繁殖優位な沖縄県にあって、肥育牛生産を新規に開始したのがＢ牧場である。

Ｂ牧場は肥育牛2,200頭規模の大規模経営で、県全体の肥育牛の４割程度を１つの牧場が飼養してい

ることになる。Ｂ牧場は、沖縄県の食品粕（エコフィード）を原料とする発酵飼料を肥育牛生産の飼

料基盤とすることにより、約20年間で2,200頭規模の肉用牛経営を新規に作り上げた。加えて、肥育

牛の販路多角化のために焼肉レストラン（別法人、100％子会社）を開業し、一方では、繁殖部門を導

入して肥育もと畜の安定確保を図ろうとしている。ここでは、沖縄県にあっては、その規模と生産方

式が異色の肉用牛経営ともいえる、Ｂ牧場の取り組みと経営実態を紹介する。 

 

２ 経営概況 

 Ｂ牧場は黒毛和種（去勢および雌）肥育を主体に、繁殖雌牛の導入も始めた大規模肉用牛経営で、

沖縄県の本島北部の丘陵地帯に位置している。平成元年に株式会社として設立され、肥育牛と堆肥の

生産を行い、別法人（100％子会社）で焼肉レストランを経営している（表１）。労働力については、

役員が３名、正社員は23名である。正社員の業務分担は飼養管理が11名、堆肥が５名、飼料調製が

２名、営業が３名、事務が２名である。経営耕地は牧草地が2.3haあり、これは繁殖部門で利用され

ている。施設用地は1.4haあり、丘陵地帯の中で１団地にまとまっている。肥育用の牛舎は14棟あり、
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平成元年から平成20年にかけて建設されている。合計で2,200頭規模になり、肥育牛は５頭前後でマ

ス（牛房）飼いされている。繁殖

用の牛舎は２棟で計100頭の規模

で、平成25年３月に完成したばか

りである。堆肥舎（工場）は、大

きく２棟に分かれており、一部の

施設には底面からエアーが出る装

置がついている。堆肥の年間製造

量は4,500トンである。 

肥育牛の常時飼養頭数は、多少

の出入りはあるが、牛舎を満度に

利用する2,200頭が標準になって

いる。繁殖牛は平成25年11月時

点で増頭中であり、牛舎規模の

100 頭まで増やす計画である。平

成 24 年の売上高は９億８千万円

で、うち肉用牛部門が９億円である。なお、この中には肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキ

ン）の補てん金は含まれているが、放射能の風評被害に対する東電の補償金などは含まれていない。 

Ｂ牧場のグループ会社として、既述の焼肉レストラン（２店：地元および那覇市）の他に、Ｂ牧場

ブランドの牛肉のみを扱う焼肉レストラン（東京）、肥育牛の販売先として業務提携している大手食肉

会社がある。 

 

写真１ 肥育牛舎と肥育牛 

表１　経営概況（平成25年）

企業形態（設立年） 　株式会社（平成元年）＜農業生産法人＞

販売品目 　肥育牛、堆肥

施設用地   1.4ha

経営耕地 　牧草地2.3ha

役員 　3名：社長、牧場長、経理

正社員
　25名
　  飼養管理：12名、堆肥：5名、飼料：2名
　  営業：3名、事務：3名

非正社員 　常雇2名

肥育牛 　14棟（計2,200頭用、平元～平20建築）

繁殖牛 　2棟（計100頭用、平25.3完成）

堆肥工場 　2棟（2,508㎡）、　堆肥生産量　4,500ｔ/年

（黒毛和種）  　 （平24.3）　 　　(平25.3）   　　（今後3年間）

肥育牛 　2,205頭 → 2,143頭 → 2,200頭前後

繁殖牛 　　　　　　　　 　　40頭 → 　100頭

売上高 　9億8千万円（うち肉用牛部門9億円）

グループ会社
１）焼肉レストラン（100％子会社、2店）
２）レストラン（牧場ブランド牛肉のメニュー）
３）大手食肉会社（肥育牛販売の業務提携）

労働力

土地

牛舎・施設

飼養頭数
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３ これまでの経営展開 

Ｂ牧場は、経営主である社長がサトウキビの搾り粕

に微生物を添加し発酵させて、牛の餌にするという発

想から始まった取り組みで、その後、ビール粕と配合

飼料を混合して発酵させた飼料を使った肥育牛生産と

して事業化している。この肥育事業は平成元年からス

タートし、徐々に牛舎を増やし、平成20年に現在の規

模になっている（表２）。平成21年には別法人で焼肉

レストランを地元に開業し、平成23年には那覇市に２

号店を出店し、販路の多角化を進めている。また、平

成25年には繁殖部門を導入し、肥育もと畜の安定確保

を目指している。なお、繁殖牛舎と草地造成は「平成

23年度畜産担い手育成総合整備事業」の助成を受けて、

整備されたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 肉用牛生産の資源調達 

 肉用牛経営の持続的な発展のためには、肉用牛生産に不可欠な資源である飼料、敷料、肥育もと畜

を安定的に調達することが必要であり、同時にふん尿（堆肥）を環境に排出しないことが求められる。 

 

 

  

 

写真２ 繁殖牛舎と繁殖雌牛 

平成元年 肉用牛牧場（肥育牛）設立

平成２年
微生物研究所と技術提携、
牛舎400頭・飼料庫・堆肥棟建設

平成４年 牛舎600頭規模に増築

平成５年 ビール粕の飼料化に成功

平成14年 牛舎1,000頭規模に増築

平成16年 堆肥舎増築完成

平成17年 牛舎1,200頭規模に増築

平成18年 牛舎1,700頭規模に増築

平成20年 牛舎2,200頭規模に増築

平成21年 焼肉レストラン開業（地元）

平成23年 焼肉レストラン（那覇店）出店

平成25年 繁殖牛舎（100頭規模）完成

表２　経営展開
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（１）飼料・敷料 

Ｂ牧場で使用される粗飼料

は稲わら・麦わらと生ビール

粕である（表３）。稲わらは中

国産、麦わらも輸入で業者か

ら購入している。生ビール粕

は地元のビール工場（オリオンビール）からほぼ無償で入手

し、運賃のみがかかる。配合飼料は飼料会社から購入してい

る。この配合飼料と生ビール粕を原物で６：４の割合で混合

し、アルミタンクに貯蔵し、発酵させて飼料を調製している。

ビール粕は３日おきに搬入されることから、それに合わせて、

飼料の混合・調製作業を実施している。発酵には10～15日程

度を要する。この発酵飼料が肥育牛や繁殖雌牛の基礎的な飼

料になっている。 

この発酵飼料のスターターになっている微生物には消化性の低いリグニンを溶かすなどの作用があ

り、この飼料で生産された牛肉は不飽和脂肪酸が高いことが証明されている（同社ＨＰ）。そのため、

牛肉の品質も高く、その枝肉は数々のコンクールで受賞し、平成25年には全畜連肉用牛枝肉共進会（第

二部黒毛和種去勢牛の部）で「最優秀賞」（農林水産大臣賞）を受賞している。 

敷料にはおが粉と木材チップを使用している。おが粉は広島県から購入しているが、入手できない

時期があるなど不安定である。木材チップの原料は雑木や廃材などで、県内供給で安定しているが、

牛には好ましくないとされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 最優秀賞（農林水産大臣賞） 

写真４ 発酵飼料の調製とアルミタンク 

もと畜 黒毛和種 　県内市場（去勢子牛620頭/年、雌子牛463頭/年）

粗飼料
　中国産稲わら・輸入麦わら（飼料会社）
　生ビール粕（地元ビール工場、運賃のみ）

濃厚飼料 　配合飼料（飼料会社）

おが粉 　広島県（業者）

木材チップ 　県内

飼料

敷料

表３　肉用牛生産の資源調達先



 52 

 

（２）もと畜 

 肥育もと畜（去勢およびめす子牛）は県内の各家畜市場から購入している。平成24年度の導入頭数

は、去勢が620頭、めすが463頭である。できれば去勢だけにしたいが、去勢だけでは頭数を確保す

ることができず、めすも購入している。導入時の月齢は去勢9.3カ月、めす9.7カ月、体重は去勢231kg、

めす225kgで、平成24年度出荷牛のもと畜導入時の１頭当たり価格は去勢298千円、めす238千円で

あった。肥育もと畜の選定の際は健康状態を最も重視している。 

 

（３）堆肥 

 肉用牛のふん尿は全て堆肥処理されている。ふん尿はホイルローダで牛舎から搬出されて、堆肥舎

で切り返えされ、堆肥に調製される。できあがった堆肥の多くは工場で袋詰めされ、主として造成工

事の法面
のりめん

（切土や盛土により作られる人工的な斜面）や土壌改良用に使われ、ホームセンターでも販

売されている。なお、堆肥は需要が多く、副原料として鹿児島県から鶏ふんを購入している。平成 24

年の堆肥販売額は6,500万円（4,800トン）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 肉用牛の生産と販売 

 （１）飼養管理と販売 

肥育牛の飼養管理は出荷月齢 31カ月を目安に、枝肉重量で去勢 470kg、めす 430～440kgを肥育目

標にしている（表４）。10 年前までは格付け間の価格差が大きかったが、最近は価格差が小さくなっ

たことから、格付けよりも枝肉重量を目標とするようになった。例えば、調査時（平成 25年11月）

のＢ牧場出荷牛の枝肉価格はＡ２が1,780円/kg、Ａ５が2,020円/kgとわずかな差に過ぎない。 

写真５ 堆肥舎と堆肥工場（内部） 
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Ｂ牧場の肥育成績を

去勢若齢肥育の全国平

均と比較すると、Ｂ牧

場は出荷月齢が２カ月

長く、出荷体重は42kg

小さいが、肥育期間中

の日増体量はほぼ同じ

である。一方、枝肉の

格付けはＡ４以上率が

70％と全国平均より高

いが、Ｂ牧場の枝肉単

価は 1,625円/kgと全

国平均に比べやや低くなっている。 

Ｂ牧場で生産された肥育牛は、地元の港から鹿児島県にある食肉加工会社に生体で運搬され、そこ

でと畜・処理され、業務提携している大手食肉会社に販売されている。鹿児島にはＢ牧場の営業社員

が常駐し、食肉加工会社で格付けされた枝肉の価格交渉を担当する。値決めでは大阪市場価格が建値

になる。大手食肉会社が卸販売するときには「沖縄県産牛」や地名を冠したブランド名で取引されて

いる。 

一方、Ｂ牧場が焼肉レストランで使用する枝肉は、価格決定後に大手食肉会社から買い戻されるこ

とになる。業務提携では出荷牛の10～30％の買い戻しができる条件になっていて、実際の買い戻し頭

数は年間80～100頭である。これは全体の出荷頭数の１割未満に過ぎないが、焼肉レストランの営業

により牧場名のブランド力が高まり、大手食肉会社に販売する肥育牛の価格交渉にプラスの効果が表

れている。また、買い戻す際は品質の割に価格が安めの枝肉を中心に選んでいることから、結果的に

安値取引を帳消しにすることができている。買い戻される枝肉の格付けはＡ３～Ａ５までさまざまで

ある。また、鹿児島県の食肉加工会社は牛肉輸出の認証工場になっており、Ｂ牧場は香港の外食産業

に３～４頭/月を輸出している。輸出用牛肉の枝肉単価は、３年前までは国内に比べ200円/kg程度高

く、経済性も高かった。最近では50～100円程度に縮小し、経済性は低下したものの、販路の多角化

として重要であり、今後も拡大する意向である。なお、輸出先の外食産業は沖縄県から香港に進出し

た企業が中心になっている。さらに、Ｂ牧場はハンバーグやレトルトカレーなどの製造・加工を外部

に委託し、これら牛肉加工品の販売も行っている。 

去勢 めす 去勢 めす

出荷頭数* 620頭 463頭 38頭 -

出荷月齢* 31カ月 31カ月 29カ月 -

導入体重* 231kg 225kg 289kg -

出荷体重* 714kg 690kg 756kg -

日増体量 0.72kg/日 0.64kg/日 0.77kg/日 -

枝肉重量** 438kg 402kg 483kg 399kg

枝肉単価** 1,625円/kg 1,535円/kg 1,705円/kg 1,485円/kg

格付割合*** A4以上 61% 43%

A3以下 39% 57%

出荷先

　資料：  *農林水産省「肉用牛生産費」（去勢若齢肥育牛、平成24年）

           **農林水産省「食肉流通統計」（黒毛和種去勢・めす、平成24年）

          ***日本食肉格付協会HP（黒毛和種去勢・めす、平成24年）

大手食肉会社
焼肉レストラン

B牧場

表４　肉用牛の出荷成績（平成24年）

全国平均

70%

30%



 54 

 

このように、Ｂ牧場は焼肉レストランのような牛肉の直接利用部門を持つことにより、業務提携先

への枝肉販売におけるにおける安値取引を実質的に解消するとともに、牧場名ブランドの確立を通し

て、枝肉販売における優位性を高めることができ、大きな経済的メリットを実現している。 

 

（２）生産費と肥育差益 

Ｂ牧場が平成 24 年に出荷した全ての

肥育牛の平均生産費（労働費・出荷経費・

一般管理費を除く）は１頭当たり794千

円と試算される（表５）。そのうち、もと

畜費が347千円で生産費の44％を占める。

次いで、飼料費が306千円（39％）で、

この２つで全体の83％になる。一方、同

年次の全国平均（去勢若齢肥育）の生産

費は１頭当たり836千円で、生産費に占

める飼料費の割合は 36％、もと畜費は

54％と高く、２つ合わせると90％になる。

Ｂ牧場の生産費は、沖縄県産子牛である

ことからもと畜費の低いことが特徴であ

り、肥育期間が２カ月長いが、飼料費は

同程度であり、生産費合計では1頭当た

り42千円低くなっている。一方、Ｂ牧場の肥育牛１頭当たり平均販売額は671千円と低く、副産物価

額は 60千円と高いが、肥育差益は▲63千円になる。同じく全国平均の販売額は 836千円で肥育差益

は10千円であることから、１頭当たりの経済性はやや低いといえる。 

 

（３）経営収支 

 既述のように、Ｂ牧場の肥育牛と堆肥の売上高の合計は約９億2,000万円である（表６）。一方、出

荷経費や雇用労働費、一般管理費等を加えた費用合計は10億5,000万円になり、農外収入（新マルキ

ン補てん金など）を加えた経営収支は約7,000万円の損失と試算されるが、ここには収益発生前の繁

殖部門に関する費用が含まれ、既述のように、東電の補償金は含まれていない。Ｂ牧場は、安値で取

引された肥育牛を買い戻して、子会社の焼肉レストランで直接利用するという取り組みを行っている

表５　肉用牛の生産費（試算）（平成24年） （千円／頭）

肥育牛 (%) 去勢若齢 (%)

もと畜費 347 43.7 455 54.4

飼料費 306 38.6 299 35.8

敷料費 8 1.0 13 1.6

減価償却費 35 4.4 15 1.8

修繕費 13 1.7 12 1.4

診療衛生費 16 2.0 8 1.0

諸材料費 13 1.6 0 0.0

その他 22 2.7 16 1.9

租税公課 12 1.5 6 0.7

支払利子 22 2.8 12 1.4

合計 794 100.0 836 100.0

副産物価額 60 10

肉牛売上高 671 836

肥育差益 -63 10

B牧場

注1：後出の表６に基づき算出
注2：生産費には労働費および出荷経費、一般管理費を含まない。
資料：農林水産省「肉用牛生産費」（去勢若齢肥育牛、平成24年）

全国平均



 55 

 

ので、Ｂ牧場の経済性は低くなる傾向にあると考えられる。なお、

焼肉レストラン（２店）の売上高は約２億円で年々増加傾向にある。

従業員は約30名で、うち正社員は５名程度となっている。 

 

６ 経営の課題と今後の展開 

 Ｂ牧場の経営課題として、①生産コストの低減、②資金繰りが挙

げられている。その対策として、①繁殖部門導入によるもと畜の低

コスト化やビール粕利用による飼料費の節減、②動産担保の活用に

取り組んでいる。また、③焼肉レストランの展開により自社ブラン

ドを確立し、付加価値を高めることも重要な取り組みになっている。 

今後の経営展開では、繁殖雌牛頭数を目標の100頭規模に増やし、

肥育もと畜の安定確保と低コスト化を進めるとともに、焼肉レスト

ランや輸出、牛肉加工品など直接利用を拡大し、販路を多角化する

ことである。なお、TPP交渉に関しては、もし TPP に入るのであれ

ば、新たに中国とも交渉して、例えば上海に輸出できるよう、すべ

ての国に対してオープンにして欲しい、という意見であった。 

また、沖縄県独自の課題として輸送費と気象災害がある。Ｂ牧場

の肥育牛の出荷では鹿児島までの船便（混載便）で丸一日を要する。

沖縄県は子牛については購入者に輸送費を助成しているが、肥育牛にはこの制度がない。もう 1つは

台風による牛舎施設の被害である。平成25年にＢ牧場で完成した繁殖牛舎は助成事業で建設されたこ

とから、鉄筋コンクリート造りになっている。台風には耐えられるが、建設コストの増加は避けられ

ない。こうした沖縄県独自の不利な条件に対しては、一定の行政支援が期待される。沖縄県の一般的

なスーパーマーケットの牛肉売り場では、主として輸入牛肉が販売され、国産といえば北海道産の乳

用種牛肉であり、沖縄県産を含めて和牛はほとんど手に入らないとのことである。Ｂ牧場のような肥

育牛生産と和牛の消費が広まれば、沖縄県における肉用牛の生産振興は新たな段階に入ることができ

ると考えられる。 

 

７ まとめ 

 Ｂ牧場は黒毛和種の肥育経営で、別法人で焼肉レストランを有するとともに、平成25年には繁殖部

門を導入し、低コスト生産と販路の多角化に積極的に取り組んでいる。その特徴は、①沖縄県の食品

科目 金額（万円）

もと畜費 37,552

飼料費 33,191

敷料費 888

減価償却費 3,789

修繕費 1,459

診療衛生費 1,719

諸材料費 1,359

その他 2,352

雇用労働費 8,331

出荷経費 5,880

租税公課 1,288

支払利子 2,394

支払地代 17

一般管理費 4,791

費用合計 105,010

肉牛売上高 85,450

堆肥売上高 6,500

粗収益合計 91,950

農外収入 5,750

収支差額 -7,310

表６　B牧場の経営収支（試算）
（平成24年）
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製造粕（エコフィード）を飼料基盤とする高品質な肥育牛生産方式を確立した、②肥育牛牧場を新規

に設立し、20年間で2,200頭規模にまで拡大した、③焼肉レストランや牛肉輸出、牛肉加工品など直

接利用による販路の多角化に取り組んでいる、④そのために、安値取引される肥育牛を買い戻し、結

果的に安値取引を帳消しすることができ、経済的なメリットを実現している、⑤焼肉レストランなど

の直接利用により牧場名のブランド力が高まり、肥育牛の取引価格の優位性が高まっていることであ

る。このようにＢ牧場では、沖縄県の飼料資源を活用した肉用牛生産を確立し、今後は販路の多角化

を通して、消費の拡大に向けた取り組みに注力しようとしているのである。 
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３．自家配合飼料の活用で低コスト生産に挑む交雑種中心の肥育経営（北関東・Ｃ牧場） 

                                             

                                                                  畜産草地研究所 恒川磯雄 

１ はじめに 

 ここに取り上げるＣ牧場は関東北部の標高は500ｍを超える冷涼な地域に立地し、現在交雑種を中

心に黒毛和種も含めて約1200頭の肥育牛を飼養する経営を行っている。この地域は丘陵性の山林が広

がる中山間地帯であるため、もともと農業の生産基盤は脆弱であったが、昭和 40年代頃に畜産基地建

設が計画され、国有林の一部を放牧地に活用するなどして繁殖雌牛の飼養頭数拡大が目指された。こ

の事業に参加した当地域のＢ氏が中心となり、繁殖経営では資金回収に長期を要することなどから繁

殖・肥育一貫経営を目指した農事組合法人Ｃ牧場が昭和50年代に設立された。現在Ｃ牧場はＢ氏の家

族が中心となって経営が行われており、後継者世代が就農し、経営内容を交雑種中心の肥育経営に切

り替えて飼養規模を拡大してきた。また、周辺から雇用労力も導入している。 

 聞き取り調査から、Ｃ牧場の経営上の特筆事項として、第１に自家配合飼料を最大限利用し創意工

夫で飼料費の低減を実現していること、第２にこの自家配合飼料における国産原材料の利用割合が高

いこと、第３にもと畜の導入・肥育牛の販売・飼料の調達のいずれにおいても他に任せるのではなく

自ら出向いて納得した取引を行っていること、第４に耕畜連携にも積極的に関与して周辺地域の水田

農業の展開にも協力していること、などを挙げることができる。以下、飼料利用面での特徴を中心に

Ｃ牧場の経営対応について順にみていく。 

 

２ 費用構造からみた特徴 

 Ｃ牧場の肥育牛の年間出荷頭数は600～

700頭で、その約９割を交雑種が占めている。

同牧場の費用構成について、肥育牛１頭当た

りの主な費用を試算し、これを農林水産省の

肉用牛生産費調査結果と比較したものが表で

ある。Ｃ牧場の１頭平均（一部に黒毛を含む

全平均）の物財費（労働費や支払利子などを

除く経営費）の合計額は農水省生産費調査の

交雑種肥育の値と比べ、あまり変わらない値

　表　肥育牛１頭あたり費用（試算値）

Ｃ牧場概算
（平成24年）

去勢若齢
肥育（和牛）

交雑種
肥育

交雑種＋
若齢黒毛

平均

万円 万円 万円

物財費合計 82.6 63.0 61.4

うちもと牛費 43.8 28.1 32.6

うち飼料費 29.0 30.0 18.6

購入飼料費のうち成
畜用配合飼料費

20.7 25.1

成畜用配合飼料
単価（円／kg）

54.3 51.6

　農林水産省「肉用牛生産費」および現地資料と聞き取りによる

　「購入飼料費のうち成畜用配合飼料費」「成畜用配合飼料単価（円／kg）」については、

　平成24年版の農林水産省「肉用牛生産費」を活用

農水省生産費調査
（平成24年全国）
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である。その中で飼料費に関して３分の２程度に抑えていることが大きな特徴となっている。 

これは、後述のように各種の飼料資源を自ら調達し、自家配合飼料を製造することで実現している

と考えられる。ただし、飼料の調達費用を抑えている分、自家配合飼料製造に必要となる破砕機や混

合機、運搬機などの機械施設、動力燃料、貯蔵用倉庫等の建物などの費用は増加するため、これらの

諸々の費用が飼料費の節減効果の一部を相殺し、このことが総費用の差を小さくする一因になってい

るとみられる。さらに、自家配合飼料は製造の手間（労働費）も増加することになる。なお、表のＣ

牧場の値はあくまでも概算値であり、ここに示したＣ牧場の平成24年度の期間は導入が比較的多く相

対的に出荷が少なかったことが年間でみた場合の収支に影響した事情もあるとみられ、肥育牛１頭当

たりの実質的な平均費用はもう少し低いと思われる。 

 

３ 自家配合飼料活用の工夫と国産自給飼料の多給 

 現在、Ｃ牧場ではさまざまな原材料を用いて自家配合飼料を製造している。主な原材料は、麦類（大

麦、小麦）、圧片とうもろこし（単味）、既成の配合飼料で、これらで全体の約半分を占める。飼料用

米についても２年ほど前から利用を開始し、徐々に混入割合を増やしている。このほか、ビール粕、

大豆皮、豆腐粕（乾燥）、ふすま、菓子残さなどを利用している。製造する肥育用の自家配合飼料は１

種類に統一し、肥育の全ステージで同じものを交雑種と黒毛和種に給与している。利用する原材料に

ついて、有利に利用できるものは積極的に活用する方針で、入手可能な段階で早期に自家倉庫に搬入

し、貯蔵している。 

 

 

写真１ 穀物類用の破砕機と飼料混合機。 

      籾米の破砕で刃に負担がかかり、 

    これは代用機。 

写真２ 自家配合飼料の製造に使う各種の 

    原材料が積み上げられている。 
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 粗飼料については、育成用に輸入乾草、外部から購入したとうもろこしサイレージ、肥育牛へは国

産稲わら（入手元は近県の各地、業者から購入）を給与し、ハンドリングの関係から一部に輸入稲わ

らも利用している。 

 Ｃ牧場で利用する飼料原材料は国内産の割合が高いことも大きな特徴となっている。必ずしも国産

飼料や自給率という点にこだわった訳ではないようだが、価格、入手可能性、飼料価値といった面を

意識して原材料の確保に努めたところ、結果的に国内産の利用率が高いものとなったという。 

 このうち原料として比較的利用量が多いものとして麦がある。利用する麦類の多くが国内産で、関

東地方が麦産地という立地条件も生かし、規格外品の大麦・小麦を購入して自家で破砕し利用してい

る。ただし、麦類については価格面で輸入穀物相場の影響を強く受けるようになり、価格変動も大き

くなってメリットは低下しているとのことである。 

 また、飼料用米については地元の農協で取り組みが開始されたことから、Ｃ牧場でも２年ほど前か

ら利用を始め、すでに出荷する牛もでている。米の飼料化については、飼料適性に関する情報はＣ牧

場でも多少あったが、実際の利用は手探り状態で、徐々に量を増やしながら給与した。最近では自家

配合の１割以上を占めるまでとなり、主要な飼料源の一角を占めている。この飼料用米は地元農協か

らの直接取引で、平成24年は玄米ともみ米（乾もみ）を半量ずつ購入した。もみ米の利用は玄米に比

べて特にチャレンジングであったと思われるが、実際に使ってみると破砕したもみ殻は自家配合飼料

が「ふわふわ」となってべったりしなくなるなどの物理性を改善する効果もみられ、また給与成績も

問題がないことから今後はもみ米利用を中心にする意向である。もみ米利用の利点は常温貯蔵が可能

なことともみ摺りの省略で、いずれもコスト削減に結びつく。難点は容積と破砕機への負担がともに

増大することだが、メリットの方が大きいであろう。また、Ｃ牧場では以前から破砕機を麦に使用し

写真３ 製造された自家配合飼料。圧片とうもろこし、 

大豆皮などのほか、菓子くずなども見える。 

写真４ 育成牛に給与する外国産とうもろこし 

    サイレージ。入手のコストはかかるが、 

    品質を高く評価。 
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ていたことも飼料用米に取り組みやすい要因となった。さらに、飼料用米の給与を開始して以来、肥

育牛の状態や成績も良好とのことで、その飼料価値と効果を認めている。飼料用米については耕種側

の生産者に８万円／10ａの助成金が出るようになった平成23から翌24年にかけて全国的に生産が増

加したが、これでも生産現場の収益性は低いため、平成25年は収益性がまさる備蓄米と加工米へのシ

フトが各地でみられた。しかし、当地域では飼料用米に対して自治体段階で上乗せ助成があることか

ら飼料用米の作付が増えており、結果的にＣ牧場でも飼料用米の継続的な入手が可能となっている。 

 飼料用米については、Ｃ牧場では飼料としての価値は高いことを認めつつ、これに対する助成金も

高い水準にあることも承知している。Ｃ牧場では上記のとおり麦類を積極的に使っているが、より低

コスト生産の可能性がある麦について、飼料用向け生産を本格的に振興していくことも重要ではない

か、と指摘している。 

写真５ 牛舎は家に隣接する肥育舎と、その下段に写真の

牛舎と堆肥舎があり敷地は広い。育成舎はや
や離れる。 

写真６ 稲わらの国産ロールベール。牛舎への搬入の関係で

一部は角形の輸入わらも利用している。 

写真７ 牛舎の手前は稲ＷＣＳ（発酵粗飼料）。 

    飼料適性、品質・保管状況も含めて肥育牛への 

利用は課題が多い。 

写真８ 堆肥は主に近傍の園芸農家へ実費負担程度で 

供給している。発酵菌類の利用で良質の堆肥が 

できている。 
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 一方、Ｃ牧場では以前から発酵粗飼料である稲WCSの利用も行っている。これについては、地域の

水田転作対応の生産物に対する畜産側としての地元農業への協力という面に加えて、稲 WCSの利用に

よる飼料費低減効果への期待もあった。しかし、Ｃ牧場での稲WCS利用に対する評価は現状では飼料

用米とは逆に厳しいものがある。特に、水分が高く稲の繊維分が強靱なことは飼料の食い込みを重視

する肥育牛への給与や育成牛への良質粗飼料給与のいずれにおいても問題があるとみている。また、

ロールごとの品質差、カビ、鳥害（破損と腐敗）も問題視している。 

 しかしその一方で、Ｃ牧場の後継者は自ら稲WCSの収穫作業にも参加し、また今後は耕畜連携の資

源循環助成の対象となる堆肥還元も計画されている。当地域の稲WCS生産は短期間で急増した経緯も

ある。各地で稲WCSによる耕畜連携が続いている事例の多くは、当初に多発した品質問題に順次対処

しながら、問題点を改善していった地域も多い。また、稲WCSに関しては新品種の開発や収穫機の改

良も進んでおり、当地域でも「使えるエサ」「ニーズに応じたエサ」の生産に向けた努力が求められる。 

 飼料に関しては、外部から購入したとうもろこしサイレージの利用も始めている。Ｃ牧場ではこの

とうもろこしサイレージの発酵品質と安定性を高く評価し、育成牛に対する良質な粗飼料として位置

付けている。サイレージの購入となれば、水分含有量が高いことからコスト面と輸送適性の問題があ

ると思われるが、良質の粗飼料であれば需要は大きいことを示している。このことは、流通・販売用

の自給飼料生産が耕種経営としても成立する可能性を示している。 

 

４ 経営管理面での特徴 

 Ｃ牧場のもと畜の導入について触れると、交雑種については育成後の肥育もと畜の導入とヌレ子で

購入して育成から行うものとがある。前者は北海道産が多く、家畜市場へ出向いて実際に自ら確かめ

て購入する。過肥でないものを選ぶという。後者は隣県など近くの市場からの購入が多い。哺育育成

は期間を長めにとり、経営内で分担を決め、やや離れた場所に専用の牛舎を設けている。また、黒毛

和種のもと畜については高価格の牛には手を出さず、価格優先で低価格で購入した牛をしっかり肥育

するという方針で臨んでいる。こうした「安価な」もと畜は離島などの遠隔地の小規模市場に出荷さ

れることも多く、かなり遠方まで自ら買い付けに出掛ける。輸送費はやや増えるもののもと畜費の節

約効果は大きいという。 

 次に、肥育牛の出荷に関して触れる。出荷先は８割が相対取引、２割が市場出荷（東京食肉市場）

である。相対取引については、出荷牛の枝肉に対して取引先卸と直接の価格交渉を行う。参照基準は

市場の枝肉相場となるが、あとは出荷牛の現物に対する評価で実際の価格が決まる。交渉自体はシビ

アで手間も掛かるものであるが、市場取引と比べ手数料を軽減でき、また何より直接の評価が確認で
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きること、さらに肥育途中の状況を踏まえてその結果である肉質などの生産物の状態を直接確認でき

る効果が大きいことも相対取引の利点として挙げている。 

 出荷する交雑種の牛肉については地元の農協で銘柄を策定している。Ｃ牧場では小売り段階でこの

銘柄をできるだけ使って販売したい希望をもっている。農協では、この牛肉について「価格を抑えた

ヘルシー国産牛」として売り出している。また、Ｃ牧場の黒牛の出荷肥育牛についても、もと畜費と

飼料費を抑えた肥育ながら出荷牛の品質は問題ないという。 

 周知の通り、ここ数年来肥育牛経営は需要の低迷に飼料高が加わり、肉用牛肥育経営安定特別対策

事業（新マルキン）の補てんによって経営の再生産が支えされている面があり、これはＣ牧場も同様

である。ただ、さまざまな原材料の利用による自家配合飼料中心の給与体系であるため、飼料費高騰

の影響は多少は緩和されていると思われる。とはいえ、酪農や養豚も含めて、食品残さ（エコフｨード）

利用が行政的にも推進される状況もあり、その入手条件が厳しくなることも予想される。 

 

５ おわりに 

 以上のように、Ｃ牧場は交雑種肥育が中心のこともあるが、牛肉生産のコンセプトはあくまでも消

費者に手の届く牛肉をさまざまな飼料資源を活用して合理的に生産する、ということにある。したが

って、優良血統の高額なもと畜に配合飼料を多給して高級牛肉生産を目指す和牛生産のあり方とは根

本的に異なるものである。これには、この地域が地域の土地と飼料資源を生かした畜産経営の確立と

いう観点からスタートし、Ｃ牧場が当初からこれに関わってきたことも影響しているとみられる。ま

た、肥育成績が良好な点でも（これはＣ牧場の経営者の試行錯誤と経験に基づくものである）自家配

合による飼料費を抑えた経営の可能性が、また肉用牛肥育部門では輸入飼料依存が当然のような風潮

がある中で国内資源多給型の経営の可能性があることが感じられた。 

 現在、子牛の市場価格が交雑種なども含めて極端に高騰して肥育経営を直撃している。Ｃ牧場は順

調に規模を拡大してきたが、ここに来てもと畜の導入条件が厳しくなり、経営規模を維持できるかど

うかという状況にある。こうした中で、利用する飼料資源に関して工夫の余地も少ないのではないか

と問うたところ、今後もさまざまな飼料資源が出てくる可能性があり、情報に注意し、使える資源は

積極的に入手して利用していきたいとのことであった。飼料、もと畜、生産物などの市場価格変動の

影響を最低限に抑えるためにも、Ｃ牧場の示す経営方針には学ぶべき点が多いと思われる。 
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４．乳用種主体から交雑種・黒毛和種主体に転換した大規模一貫経営（島根県・Ｄ牧場） 

 

高崎経済大学  宮田 剛志 

１．経営の概況 

 ここで取り上げる株式会社Ｄ牧場グループ（以下、Ｄ牧場グループと略記）は、昭和48年度の法人

設立から平成26年度で41年目を迎え、その事業内容も大きく変化している。事業部門は交雑種およ

び黒毛和種の肉用牛部門、酪農部門の２部門、３法人からなる。また、Ｄ牧場グループでは、平成25

年に農事組合法人から株式会社へと組織変更が行われており、肉用牛部門のＨ牧場、酪農部門、黒毛

和種（繁殖）のＭ牧場はそれぞれ別法人化されている。 

Ｄ牧場は、肉用牛部、堆肥部、総務部から構成されている。肉用牛部では、哺育、育成、肥育を担

当する本場、繁殖を担当する分場の２農場と、草地を担当する３つから構成されている。この他、Ｄ

牧場では、堆肥部、総務部も組織されている。 

ただし、Ｈ牧場が、まだ黒毛和種の導入・肥育段階にあるため、平成26年６月以降このＨ牧場から

本格的な出荷が行われていく場合、さらにＤ牧場グループの事業規模が拡大していくこととなる。 

Ｄ牧場グループでは経営全般を管理する代表取締役である59歳のＫ氏、農場全体の飼養管理の責任

者である56歳のＮ氏の兄弟を中心とし、約60名の常雇・臨時雇を雇用している。肉用牛部門におけ

る平成25年度の常時飼養頭数は7,190頭となっている。平成24年度の出荷頭数は交雑種および黒毛

和種を合わせて2,469頭、売上高は約20億円となっている。すなわち、Ｄ牧場グループは、日本農業

の構造再編の最先端に位置する大規模肉用牛法人経営と推察されてくる。表１はＤ牧場グループの経

営概況を示したものである。 

企業形態（設立年） 農事組合法人（昭和48年度）→株式会社（平成25年度）

販売品目 肥育牛、堆肥

施設用地 26ha

経営耕地 草地：約8ha

家族 4名

常雇・臨時雇 約60名

黒毛和種 3,412頭→3,461頭

交雑種 3,360頭→3,725頭

交雑種クロス 0頭→3頭

売上高 28億3,140万円（うち肉用牛20億3687万円）

グループ法人
H牧場(肉用牛部門）
M牧場(酪農部門・和牛（繁殖)

資料：平成25年11月の聞き取り調査より。

土地

労働力

飼養頭数
　（H24.1→

H24.12）

表１　Ｄ牧場グループの経営概況（平成24年）
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 そこで、Ｄ牧場グループではどのような飼養管理が行い、収益を確保しているのかに関して、特に

生産費と収益性に着目しながらその実態について明らかにしていく。その際、次の分析の手順で進め

ていく。 

 まず、Ｄ牧場グループの今日までの事業展開の経緯について確認を行う。次に、Ｄ牧場グループの

肉用牛生産のための資源調達および肉用牛の生産と販売に関して整理を行い、その上で生産費や収益

性について明らかにする。最後に、今後の事業展開やその課題、本事例の特色に関してまとめを行う。 

 

２．今日までの事業展開の経緯 

 Ｄ牧場グループに関しては既に多くの研究が蓄積されている。表２は、Ｄ牧場グループの今日まで

の事業展開の経緯を示したものである。 

昭和48年 8月29日に法人登記。
49年 島根県農業公社牧場として開発を進める。
50年 草地1.9ha，隔障物3,150m，牛舎372㎡が完成。
51年 草地7.7ha，雑用水，電気，牛舎等が完成。
52年 牧道1,882m完成。公社牧場事業終了。
54年 堆肥舎を建設。
55年 牛舎3棟建設。
57年 牛舎1棟建設。
58年 堆肥盤を造成する。
60年 堆肥販売に取りかかる。
62年 堆肥舎を建設，自動攪拌機を入れる。
63年 牛舎3棟建設。

平成2年 バンカーサイロ，堆肥盤を建設。
3年 スタンチョン式牛舎建設。全自動堆肥袋詰機購入。

11年 国内初のBSE発生に伴い繁殖を担当する分場を設立。
17年 酪農部門であるＭ牧場を設立。
19年 Ｄ牧場内に飼料工場を設立。
25年 肉用牛部門であるH牧場を設立。Ｄ牧場を株式会社化する。

資料：安藤光義「大規模肥育経営の経営管理問題」（財）農政調査委員会『農　No．219』 1994，p.4に加筆・修正。

表２　D牧場グループの今日までの事業展開

 

 国内初のBSEが発生した平成11年度に繁殖を担当する分場が設立され、翌12年度には一貫生産体

系を確立し、さらなる生産費の低減が目指されていくこととなった。現在、黒毛和種の繁殖比率は20％

にまで高まっている。 

 県内の酪農家が減少する中、交雑種のヌレ子を確保するため、平成17年度には異業種５名の出資に

より酪農部門であるＭ牧場を設立し、平成19年から本格的に搾乳牛300頭、黒毛和種（繁殖）200頭

の飼養を開始している。その後、増頭により現在の常時飼養頭数は1,300頭規模にまで達している。 

 平成19年にはＤ牧場内に飼料工場を設立し、食品残さを食品循環資源とした配合飼料を月に 30ト

ン生産し、肥育前期と酪農部門のそれぞれに給餌している。もちろん、これまでも言及されてきた通

り食品残さを食品循環資源とした飼料化は飼料工場を設立する以前より行われていた 1)。 

 平成 25年には肉用牛部門であるＨ牧場を設立したほか、Ａ牧場を株式会社化し、新たに約８haの

草地を購入し、堆肥を還元して牧草を栽培している。 
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３．肉用牛生産の資源調達 

 肉用牛経営の事業の拡大には、肉用牛生産に不可欠な資源である飼料およびもと畜の安定的な確保

が必要となる。同時に、ふん尿（堆肥）をいかに販売するかが重要になってくる。 

（１）飼料 

 飼料工場で配合される肥育前期および酪農部門の飼料に関しては、農場責任者のＮ氏が設計してい

る。表３は平成24年度にＤ牧場の飼料工場で配合している食品残さを食品循環資源とした飼料である。

地元内・外の食品工場から調達した豆腐粕、豆腐おから、青汁用のケール類、もやし、フルーツ、み

かん粕、焼酎粕などのさまざまな食品残さを食品循環資源として活用している。これに飼料用米や乾

草などを配合し肥育前期と酪農部門に給餌している。また、みかん粕は12月から翌年の３月までとな

るため、４月から11月までは麦茶粕に変更している。 

 肥育後期に関してもＮ氏によって大手飼料会社に委託配合した飼料を給餌している。 

 

粗飼料
パインサイレージ，ビートパルプ，乾草，コーンストークペレット，アップルペ
レット

肥育前期・
酪農

豆腐粕，豆乳おから，もやし，フルーツ(バナナ)，焼酎粕，焼酎粕(ニッカ)，
みかん粕，飼料米，外皮，そうめん，中白糠

肥育後期 委託配合飼料
資料：Ｄ牧場グループからの提供資料より作成。

配合飼料

表３　食品残さを食品循環資源とした飼料(平成24年度)

 

（２）もと畜 

 表４はＤ牧場のもと畜の外部導入状況を示したものである。 

 平成24年度のもと畜の外部導入頭数は2,301頭、うち黒毛和種849頭、交雑種1,452頭である。 

 黒毛和種については地元家畜市場から導入している。交雑種については、かつては、千葉県や広島

県、岡山県の家畜市場やＪＡ、生産者などから導入しているが、現在、その大部分をＭ牧場からの導

写真１ １棟960頭の肥育牛舎 写真２ 肥育牛舎での食品残さを食品循環資源として 

活用した配合飼料の給餌 
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入となっている。その他、契約繁殖生産者にＤ牧場の精液を配布し、生まれた子牛を全頭購入する体

制を構築している。その結果、低価格で安定的なもと畜の確保を実現している。 

1頭当たりの
平均取得価格

導入先

去勢・雄 628頭
雌 221頭
去勢・雄 988頭
雌 464頭
去勢・雄
雌

資料：Ｄ牧場グループからの提供資料より作成。

表４　もと畜の外部導入状況(平成24年度)

交雑種

乳用種 ---

導入頭数

425,161円 家畜市場

家畜市場，農協，生
産者(企業，個人)

黒毛和種

78,200円

 

（３）堆肥  

５で確認するようにＤ牧場グループは昭和59年より収益を確実に確保している。その際、Ｄ牧場の

堆肥事業が収益の確保を可能とした。  

 昭和60年からは国営農地開発事業で昭和63年からは土木・緑化事業、平成４年～平成５年には石

見空港開設に伴う空港内の緑化事業、さらに、平成２年以降は、「法面」への吹き付け業者との堆肥の

取引が始まったことで、安定した供給先が確保され、

Ｄ牧場の売上高、収益の拡大に寄与していった 2)。昭

和60年の堆肥の売上高は1,200万円であったが、年々、

その売上高は増加し、平成５年には１億円、平成 10

年には２億円を超えるようになった。ただし、平成11

年以降の堆肥の売上高は急速に減少し、平成24年には

約7,400万円の売上高となっている。この背景には、

公共投資などの削減が影響しているものと推察される。 

 

４．肉用牛の生産と販売 

（１）飼養管理 

  Ｄ牧場の肉用牛部では、交雑種および黒毛和種を飼養しており、月に 250頭～300頭の交雑種およ

び黒毛黒毛和種を出荷している。かつては交雑種クロスも飼養していたが、現在は飼養していない 3)。 

 哺育、育成、肥育の本場、繁殖の分場と４段階毎にそれぞれ７名の常雇・臨時雇が飼養管理を行っ

ている。ただし、常時飼養管理を行っている常雇・臨時雇は５名で、２名は休日を確保できる作業体

系となっている。また、７人の専属獣医がＤ牧場の交雑種および黒毛和種全頭を予防診療している。

その結果、感染症や事故の発生が低減し、衛生費の削減や販売額の増加に寄与している。さらに、牛

写真３ Ｄ牧場グループの堆肥の攪拌装置 
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舎の屋根には太陽光パネルを設置して光熱動力費の削減にも努めている。 

 

 

①分場での繁殖  

 黒毛和種の改良方針として、育種価情報によって最大８産で淘汰することとなっている。もちろん、

黒毛和種の能力によって、それ以前に淘汰する場合もある。人工授精師の資格を有した２名の従業員

が授精を行っている。 

②去勢交雑種 4) 

 10日齢で購入（40～43kg）、哺育段階の60日齢まではミルクを与える。60日齢までというのは他の

牛も同様である。約190日齢（8.5カ月齢）までの育成段階ではスターター（330kg）を、肥育前期の

450日齢（13カ月齢）までは食品循環資源を利用した自家配合飼料を、肥育後期の仕上期である26.5

カ月齢（830kg～860kg）にはそれまでとは別の自家配合飼料を与えている。乾燥牧草は、190 日齢ま

ではチモシーを、９カ月齢まではチモシーおよびオーツヘイを半分づつ、13 カ月齢～26.5 カ月齢

（830kg～860kg）までは稲わらを与えている。 

③雌交雑種 

 190日齢までは去勢交雑種と全く同じ給餌内容である。 以降、15カ月齢（400～450kg）までは、市

販の繁殖用飼料と自家配合飼料を与えている。この繁殖期の種付けは12カ月齢に行っている。また、

乾草飼料は自家生産した乾草飼料を与えている。26カ月齢～27カ月齢（790kg）で出荷される。 

④黒毛和種 

 ９カ月齢（購入時300kg）～16カ月齢（450kg）までの肥育前期、28カ月齢～30カ月齢（800kg）の

肥育仕上の飼料を給餌している。 

（２）販売 

 交雑種に関しては５等級が数％、４等級が12～13％、３等級が40％前後、残りが２等級である。平

写真４ 牛舎の屋根全面に設置された太陽光パネル 
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均販売価格は交雑種雄が 553,001円、1,045円/kg、交雑種雌が 481,781円、1,009円/kgとなってい

る。販売先は島根県内や東京都の量販店である。 

 黒毛和種に関しては５等級が 20～23％、４等級が約 50％、３等級が 20％前後である。平均販売価

格は黒毛和種雄が 838,336円、1,632円/kg、黒毛和種雌が 733,112円、1,638円/kgとなっている。

販売先は、千葉市、横浜市、西宮市の３量販店と契約しており、指定と場でと畜した後、販売される。 

  

５．生産費と収益性 

 Ｄ牧場グループでは、品種別の生産費は算出されていない。Ｄ牧場での肉用牛部門の生産費を示し

たものが表５である。飼料費、もと畜購入費、出荷に要する費用が大きな割合を占めている。 

 ただし、Ｄ牧場グループの農場全体の飼養管理の責任者であるＮ氏への聞き取り調査から、黒毛和

種、交雑種とでは飼料給餌内容において４-（１）で指摘した通り差が確認される。Ｄ牧場では、黒毛

和種のもと畜を購入する際、BCS(ボディ・コンデションスコア)で２クラスのものを購入している。そ

のため、濃厚飼料多給によるもと畜での脂肪の多さを回避することが可能となっている。一方で、交

雑種の肥育後期段階での飼料の摂食量の違いで多給することになっている。 

 ただし、最終的には、交雑種と黒毛和種では肥育期間の違いによって、黒毛和種、交雑種ともに飼

料費を含めた１頭当たり生産費において表５-１で示した数値前後になると推察されている。 

 また、昭和59年以降、収益が確保されている。この結果、繰越剰余金も大きくなっている。 

科目 金額（万円） 金額(千円/頭) 割合(%)

もと畜費 45,948 175 29.0
飼料費 89,068 339 56.2
敷料費 1,551 6 1.0
減価償却費 12,504 48 7.9
その他 12,053 46 7.6
雇用労働費 8,098 - -
出荷経費 12,310 - -
租税公課 946 4 0.6
支払利子 3,739 14 2.4
副産物価額 - 28 4.7
マルキン積立 - - -
一般管理費 28,394 - -
費用合計 214,611 603 100.0
肉牛売上高 203,686 824 -
堆肥売上高 7,413 - -
マルキン補てん金 36,020 - -
粗収益合計 247,119 - -
収支差額 32,508 221 -

表５-1　Ｄ牧場の生産費（平成24年度）

注：1頭あたりの生産費には労働費および出荷経費、マルキン積立金、一般管理費は含

まない。

資料：Ｄ牧場グループからの提供資料より作成。  
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去勢若齢 交雑種 乳用雄 計 割合(%)

もと畜費 455 281 112 359 48.9
飼料費 299 300 237 300 40.7
敷料費 13 9 9 11 1.5
減価償却費 29 21 14 25 3.3
その他 24 16 13 20 2.7
租税公課 6 3 2 4 0.6
支払利子 12 7 3 9 1.3
副産物価額 10 6 5 8 1.1
合計 848 643 395 735 100
注：生産費には労働費および出荷経費、マルキン積立金、一般管理費を含まない。

資料：農林水産省『畜産物生産費調査（去勢若齢肥育牛、交雑種肥育牛、乳用おす肥育牛、平

成24年度）』

表5-2　肉用牛の生産費用（全国平均試算）（平成24年度）（千円／頭）

 

 

６．資金管理 5) 

  ５で確認したように、収益が確実に確保されるようになったのは昭和59年からである。その際、堆

肥事業がその収益の確保に大きく寄与していた。そのため、飼養頭数の増加を図っていたこの期間、

短期・長期の資金管理が重要となってくる。その際、集合動産担保や無担保融資などが大きく寄与す

ることとなった。 

 短期の資金融資枠として、集合動産担保や無担保融資枠が地元の市中銀行などが中心となりそれぞ

れ設定がなされてきた。また、長期借入金に関しても市中銀行などの３組織から融資を受けている。 

 平成元年、ＪＡの合併に伴いそれまでの借入金の返済が求められたため集合動産担保がＪＡ、飼料

会社、地元の市中銀行の３組織で開始された。集合動産担保が実現した背景として、３-（３）で確認

した堆肥部での収益の確保や、Ｄ牧場の代表取締役であるＫ氏が集合動産担保が設定される以前から、

地元の市中銀行などに交雑種や交雑種クロスなどの出荷・販売状況やもと畜などの購入状況、その上

での財務状況を公開していた点などが大きく寄与していた。その結果、約２カ月間で借入金の返済が

行われた。その後、1996年無担保融資枠が２組織によって設定されることとなる。さらに、2006年、

短期借入金のための共同融資が集合動産担保にて平成元年以降、取引のあった地元の市中銀行が中心

となり７組織にて約17億円分設定されている。そのため、Ｄ牧場の代表取締役であるＫ氏が、牛舎内

の１頭・牛房毎の交雑種や黒毛和種の移動・出荷状況や、もと畜などの購入状況、その上での財務状

況を、毎月７組織に報告している。長期借入金に関しても市中銀行などから借入れを行っている。 

 このため、Ｄ牧場グループでは自己資本比率40％以上、月末の資金的余裕を１億円以上維持するこ

とが目安とされている。 
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７．今後の展開と経営課題 

（１）Ｈ牧場 

Ｈ牧場の平成25年度の常時飼養頭数は900～950頭規模に達しているが、平成26年度には常時飼養

頭数1,700頭規模に到達する設計となっている。Ｈ牧場は、これまでのＤ牧場の本場、分場での飼養

管理の蓄積を活かし、常時飼養頭数約1,700頭を牛舎１棟、飼料倉庫、堆肥舎を１農場として、３名

で飼養管理を行うこととなっている。一般的には、この規模の農場では約 10名の常雇・臨時雇が必要

と考えられていることからも、いかにＨ牧場の設計が、Ｄ牧場の飼養管理の蓄積のもとに省力化と高

品質化を目指しているかが明らかとなってくる。 

(２)今後の課題 

 Ｄ牧場グループは、今後の課題として国内の消費者だけでなく、いかにＤ牧場の牛肉の輸出を行っ

ていくかを挙げている。また、代表取締役であるＫ氏と農場全体の飼養管理の責任者であるＮ氏の世

代交代をいかに図っていくかも今後の課題となってくるであろう。 

 

８．まとめ 

 本章で取り上げたＤ牧場グループは、今日、日本農業の構造再編の最先端に位置付く大規模肉用牛

法人経営と推察されてくる。 

 Ｄ牧場は、乳用種主体から交雑種・黒毛和種へと飼養品種の転換を図りながら飼養頭数の増加を図

ってきた。飼養頭数の増加初期の平成元年前後の段階では、堆肥の販売事業がＤ牧場の収益の確保に

大きく寄与してきた。加えて、地元の市中銀行などが中心となって集合動産担保や無担保融資枠がそ

れぞれ設定されてきたことも短期の資金管理に大きく寄与してきた。 

 また、食品残さを食品循環資源とした配合飼料を肉用牛部門、酪農部門に給餌してきたこと、さら

には、Ｄ牧場内に飼料工場を設立したことも、生産費の削減や収益の確保に大きく寄与してきた。 

 そして、このような飼養頭数の増加の過程での飼養管理の蓄積のもとで、黒毛和種の常時飼養1,700

頭規模が、牛舎１棟、飼料倉庫、堆肥舎を１農場とし、３名の飼養管理のもとで経営が行われていく

設計となっている。今後の課題としては、牛肉の輸出や世代交代などが挙げられる。 
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